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平成17年（2005年）広広報報広報 11月１日発行 №10

　湊口神社八幡祭で25年ぶりに復活した湊里地区の投
げだんじり。祭礼団員らは「エーコッコデショ」の掛け
声に合わせて、だんじりを頭の上まで持ち上げ地面に落
とします。「ドスン」と豪快な音を立てて落ちる度に観客
から歓声があがりました。（10月16日・湊口神社）
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財政調整基金 1,441,335 千円
減債基金 373,848 千円
公共施設等整備基金 197,376 千円
地域福祉基金 721,937 千円
ふるさとまちづくり基金 335,537 千円
下水道基金 574,835 千円
健康福祉協会基金 108,381 千円
滝川文化振興基金 110,037 千円 
ふるさと・水と土保全対策基金 20,949 千円
淡路人形会館建設基金 64,140 千円
淡路人形浄瑠璃館基金 192,425 千円
淡路鳴門岬公園開発基金 503,410 千円
土地開発基金（現金） 418,580 千円
土地開発基金（土地） 103,930.88 ㎡
慶野松原松林保全基金 2,362 千円

◉ 市 有 財 産 ( 一般会計 )
■土　　地　　　　3,525,322.77 ㎡
■建　　物　　　　　289,906.61 ㎡
■有価証券　　　　　 　30,000 千円
■出資による権利　  6,094,718 千円
■基　　金

◉ 市税内訳

◉ 市債現在高
一般会計　451億3,750万9千円
特別会計　310億1,045万2千円
合　　計　761億4,796万1千円

地方交付税
71億5,645万7千円 (22.8％)

市税
59億9,036万4千円
(19.1％)

55億9,450万円
(17.9％)

市債

県支出金

国庫支出金

繰入金

繰越金

使用料及び手数料

22億5,307万7千円
(7.2％)

18億4,574万8千円
(5.9％)

37億3,529万3千円
(11.9％)

8億 9,537万7千円
(2.9％)

諸収入
8億461万9千円 (2.6％)

10億561万4千円
(3.2％)

歳　入
313億

2,324万円

地方譲与税 4億6,420万4千円 (1.5％)
地方消費税交付金 5億4,127万8千円 (1.7％)

分担金及び負担金 3億2,645万6千円 (1.0％)　
自動車取得税交付金 2億6,399万1千円 (0.8％)
その他 4億4,626万2千円 (1.5％)

歳　出
301億

7,868万4千円
民生費
47億2,279万6千円
(15.6％)

公債費
49億7,122万3千円
(16.5％)

　　　　教育費
36億5,501万9千円
(12.1％)

43億9,217万6千円
(14.6％)

農林水産業費

総務費
土木費

衛生費

31億6,543万9千円
(10.5％)

44億4,469万1千円
(14.7％)

18億49万4千円
(6.0％)

消防費 8億6,949万3千円 (2.9％)
商工費 6億1,828万8千円 (2.0％)

災害復旧費 9億5,081万3千円 (3.2％)

議会費 3億7,324万6千円 (1.2％)　　
その他 2億1,500万6千円 (0.7％)
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※会計間の繰出金・繰入金
及び旧町と旧三原郡広域
事務組合間の負担金・分
担金は重複した金額を相
殺し計算しています

◉ 一般会計歳入
 （南あわじ市＋旧４町＋旧郡広域）

◉ 一般会計歳出
 （南あわじ市＋旧４町＋旧郡広域）

◉ 市税の推移

59億
9,036万4千円

市  税
固定資産税
３５億3,607万円
（59.0%）

　　　　　市民税
18億8,945万9千円
（31.6%）

市たばこ税
3億7,695万3千円
（6.3%）

軽自動車税
1億4,982万円
（2.5%）

入湯税
3,806万2千円
（0.6%）

（平成 17年 3月 31日現在人口　54,510 人）

一人当たりの市税負担額　１０９，８９５円

◉ 財政指標
■経常収支比率　92.2％
　財政構造の弾力性の指標となるもので、
低いほど臨時的な財政需要に対して余裕
を持つことができます。80％を超えると
弾力性を失いつつあり、人件費・扶助費・
公債費といった経常経費の抑制に努めな
ければなりません。

■公債費比率　21.4％
　借り入れた地方債の元金の償還及び利子
の支払いに必要な経費（公債費）が一般
財源に占める割合のことです。この数値
が高いほど、将来の住民へ負担を強いる
ことになります。

■起債制限比率　13.1％
　地方債の許可制限に係る指標で、この比
率が一定以上になると地方債を起こすこ
と（起債）が制限されます。過去３年間
の平均が 20％以上の団体については原則
として一部の地方債が許可されません。

0

10

20

30

40

50

60

70

80

H11 H12 H13 H14 H15 H16 ( 年度 )

( 億円 )

67.39 64.95 62.99 62.68 59.75 59.90

問い合わせ
財政課

☎５０－３０３３
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（平成16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日） （平成 16年 4月 1日～平成 17年 3月 31日）
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平成16年度　緑町各会計別歳入歳出決算
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出
町税 696,633 議会費 53,043
地方譲与税 37,730 総務費 448,442
利子割交付金 3,806 民生費 435,439
配当割交付金 1,213 衛生費 204,512
株式等譲渡所得割交付金 7 農林水産業費 253,897
地方消費税交付金 50,036 商工費 34,173
自動車取得税交付金 20,698 土木費 404,086
地方特例交付金 21,708 消防費 91,074
地方交付税 840,115 教育費 254,275
交通安全対策特別交付金 866 災害復旧費 116,973
分担金及び負担金 55,378 公債費 175,965
使用料及び手数料 28,570 諸支出金 0
国庫支出金 33,006 合計 2,471,879
県支出金 84,039
財産収入 12,868
寄付金 20,077
繰入金 342,318
繰越金 50,315
諸収入 37,533
町債 96,900
合計 2,433,816

歳入歳出差引　△ 38,063

一般会計決算額

会計名 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険特別会計 353,978 351,062 2,916
老人保健特別会計 421,458 439,289 △ 17,831
介護保険特別会計 208,014 204,257 3,757
公共下水道事業特別会計 117,013 363,128 △246,115
農業集落排水事業特別会計 20,707 19,805 902
土地取得特別会計 3,430 3,430 0
土地造成事業特別会計 8,553 932 7,621

広田財産区管理会特別会計 440 152 288

（単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 185,143 123,386 61,757
資本的収入及び支出 55,800 180,724 △124,924

特別会計決算額

水道事業会計決算額

（単位：千円）

（単位：千円）

♦主な事業項目

広田梅林拡張事業、山添コミュニティ
センター整備事業、広田保育所大規模
改修事業、庄田浄化センター整備事業、
ふれあい公園管理運営事業、災害復旧
事業、広田浄化センター整備事業

平成16年度　西淡町各会計別歳入歳出決算
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出
町税 1,107,487 議会費 66,319
地方譲与税 67,131 総務費 527,021
利子割交付金 5,988 民生費 619,440
配当割交付金 1,915 衛生費 173,925
株式等譲渡所得割交付金 11 農林水産業費 317,924
地方消費税交付金 95,520 商工費 198,890
自動車取得税交付金 36,043 土木費 364,094
地方特例交付金 27,507 消防費 164,063
地方交付税 1,604,885 教育費 1,051,317
交通安全対策特別交付金 1,162 災害復旧費 206,489
分担金及び負担金 39,525 公債費 436,348
使用料及び手数料 60,258 諸支出金 0
国庫支出金 324,585 合計 4,125,830
県支出金 173,635
財産収入 12,992
寄付金 8,426
繰入金 291,016
繰越金 345,508
諸収入 63,993
町債 250,900
合計 4,518,487

歳入歳出差引　392,657

一般会計決算額

会計名 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険特別会計

事業勘定
直営診療施設勘定

871,256
34,810

965,831
47,811

△ 94,575
△ 13,001

慶野松原海水浴場特別会計 10,344 9,889 455
老人保健特別会計 978,858 1,059,269 △ 80,411
滝川奨学・スポーツ文化振興基金特別会計 29,734 28,122 1,612
土地取得造成事業特別会計 2,103 2,720 △ 617
産業廃棄物処分事業特別会計 278,009 154,472 123,537
下水道事業特別会計
農業集落排水事業勘定
漁業集落排水事業勘定
公共下水道事業勘定

47,853
44,891
102,768

244,165
42,317
456,065

△196,312
2,574

△353,297
介護保険特別会計

事業勘定
サービス事業勘定

502,665
243,943

483,897
239,461

18,768
4,482

（単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 365,541 323,626 41,915
資本的収入及び支出 0 33,832 △ 33,832

特別会計決算額

国民宿舎事業会計決算額

（単位：千円）

（単位：千円）
項　目 収　入 支　出 差　引

収益的収入及び支出 290,503 301,422 △ 10,919
資本的収入及び支出 45,134 154,591 △109,457

（単位：千円）水道事業会計決算額

平成16年度　三原町各会計別歳入歳出決算
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出
町税 1,536,337 議会費 77,519

地方譲与税 89,257 総務費 646,860

利子割交付金 8,510 民生費 921,731

配当割交付金 2,683 衛生費 295,180

株式等譲渡所得割交付金 16 労働費 5,852

地方消費税交付金 128,115 農林水産業費 518,496

自動車取得税交付金 47,941 商工費 47,129

地方特例交付金 48,324 土木費 379,445

地方交付税 1,778,536 消防費 198,857

交通安全対策特別交付金 2,051 教育費 721,857

分担金及び負担金 112,754 公債費 334,866

使用料及び手数料 152,900 災害復旧費 33,850
国庫支出金 77,881 合計 4,181,642
県支出金 239,571

財産収入 46,162

寄付金 2,447

繰入金 176,802

繰越金 107,072

諸収入 133,941

町債 7,600

合計 4,698,900
歳入歳出差引　517,258

会計名 歳入 歳出 差引
国民健康保険特別会計 1,052,278 1,184,198 △131,920
老人保健特別会計 1,057,054 1,175,610 △118,556
土地開発事業特別会計 2,316 1,527 789
公共下水道事業特別会計 613,195 962,866 △349,671
農業集落排水事業特別会計 63,121 61,911 1,210
介護保険特別会計

保険事業勘定
介護サービス事業勘定

669,353
3,344

646,693
3,344

22,660
0

サイクリングターミナル
ゆずるは荘事業特別会計 70,838 63,132 7,706

（単位：千円）

特別会計決算額 （単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 402,449 334,253 68,196
資本的収入及び支出 9,100 135,255 △126,155

（単位：千円）水道事業会計決算額

平成16年度　南淡町各会計別歳入歳出決算
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出

町税 1,907,671 議会費 111,591

地方譲与税 102,627 総務費 1,064,639

利子割交付金 9,928 民生費 1,145,172

配当割交付金 3,146 衛生費 337,809

株式等譲渡所得割交付金 19 農林水産業費 408,160

地方消費税交付金 143,212 商工費 110,633

自動車取得税交付金 54,805 土木費 1,030,199

地方特例交付金 66,522 消防費 284,142

地方交付税 2,305,735 教育費 600,408

交通安全対策特別交付金 2,093 災害復旧費 38,292

分担金及び負担金 32,935 公債費 996,590

使用料及び手数料 162,264 諸支出金 0

国庫支出金 115,532 合計 6,127,635

県支出金 141,653

財産収入 24,883

寄付金 12,485

繰入金 630,000

繰越金 399,589

諸収入 66,109

町債 115,800

合計 6,297,008
歳入歳出差引　169,373

一般会計決算額

会計名 歳　入 歳　出 差　引
国民健康保険特別会計

事業勘定
診療所勘定

1,389,523
59,304

1,480,512
59,266

△ 90,989
38

老人保健特別会計 1,745,160 1,744,339 821
町立灘診療所事業特別会計 47,397 47,397 0
介護保険特別会計事業勘定 850,071 819,865 30,206
介護サービス特別会計事業勘定 200,474 200,474 0
漁業集落排水事業特別会計 60,769 59,141 1,628
潮美台汚水処理事業特別会計 14,518 7,114 7,404
公共下水道事業特別会計 1,221,410 2,744,911 △1,523,501
公共用地先行取得特別会計 129,502 0 １29,502
福良財産区特別会計 14,171 13,708 463
北阿万財産区特別会計 888 202 686
沼島財産区特別会計 538 249 289

（単位：千円）

特別会計決算額 （単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 549,393 433,354 116,039
資本的収入及び支出 1,257 159,678 △158,421

（単位：千円）水道事業会計決算額

一般会計決算額

♦主な事業項目

松くい虫防除事業、白土川河川維持事
業、古津路団地建設事業、辰美小学校
建設事業、災害復旧事業、志知処理場
整備事業、津井処理場施設整備事業

♦主な事業項目
南あわじ市中央庁舎整備事業、南淡路
地区農業用排水路整備事業、酒井ふる
さと基金事業、八木小学校大規模改造
事業、榎列・八木・神代処理場施設整
備事業、神代コミュニティパーク整備
事業

♦主な事業項目

南あわじ市電算整備事業、灘ターミナ
ルセンター整備事業、塩屋団地建設事
業、防災塔設置事業、災害復旧事業、
賀集・福良浄化センター整備事業
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平成16年度　三原郡広域事務組合各会計別歳入歳出決算
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出
分担金及び負担金 85,626 議会費 606
使用料及び手数料 1,469 総務費 80,555
財産収入 53 諸支出金 952
寄付金 899 合計 82,113
繰越金 7,241
諸収入 2,250
合計 97,538

歳入歳出差引　15,425

会計名 歳入 歳出 差引

養護老人ホーム事業特別会計 227,281 189,640 37,641

休日診療所事業特別会計 25,082 16,697 8,385

神戸寮事業特別会計 13,324 7,962 5,362

火葬場事業特別会計 31,611 25,443 6,168

訪問看護事業特別会計 44,663 43,956 707

埋蔵文化財調査事業特別会計 47,957 41,074 6,883

衛生事業特別会計 424,698 374,185 50,513

学校給食事業特別会計 268,097 205,573 62,524

障害者福祉施設事業特別会計 41,402 41,103 299

介護認定審査会事業特別会 12,704 7,159 5,545

ケーブルテレビ事業特別会計 244,258 141,013 103,245

三原郡共同設置審査会特別会計 802 52 750

（単位：千円）

特別会計決算額 （単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 460,197 460,197 0
資本的収入及び支出 0 0 0

（単位：千円）農業共済事業会計決算額

平成16年度　南あわじ市各会計別歳入歳出決算
（平成 17年１月 11日～平成 17年３月 31日）

歳　入 歳　出
市税 742,236 議会費 64,775
地方譲与税 167,459 総務費 1,701,665
利子割交付金 15,427 民生費 1,523,045
配当割交付金 3,882 衛生費 751,552
株式等譲渡所得割交付金 12,074 労働費 919
地方消費税交付金 124,395 農林水産業費 1,666,962
自動車取得税交付金 104,504 商工費 227,462
地方交付税 627,186 土木費 2,266,866
交通安全対策特別交付金 4,770 消防費 131,356
分担金及び負担金 85,865 教育費 1,040,235
使用料及び手数料 265,684 災害復旧費 555,209
国庫支出金 1,294,744 公債費 2,820,030
県支出金 1,614,178 諸支出金 647,098
財産収入 23,081 合計 13,397,174
寄附金 33,480
繰入金 2,214,536
諸収入 2,084,929
市債 5,123,300
合計 14,541,730

歳入歳出差引　1,144,556

一般会計決算額
会計名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険特別会計
保険事業勘定
直営診療所勘定

1,970,790
61,915

1,762,882
54,136

207,908
7,779

老人保健特別会計 2,026,010 2,026,002 8

介護保険特別会計
保険事業勘定

サービス事業勘定
1,116,323
206,212

1,024,576
197,236

91,747
8,976

公共下水道事業特別会計 9,696,614 9,496,208 200,406

農業集落排水事業特別会計 1,042,424 994,692 47,732

漁業集落排水事業特別会計 174,448 161,611 12,837

サイクリングターミナル事業特別会計 21,639 16,983 4,656

慶野松原海水浴場特別会計 532 5 527
土地開発事業特別会計
企業団地開発事業勘定
住宅団地開発事業勘定

26,155
8,108

26,155
3,671

0
4,437

産業廃棄物最終処分事業特別会計 230,456 146,285 84,171

公共用地先行取得特別会計 129,502 129,500 2

潮美台汚水処理事業特別会計 119,529 119,529 0

訪問看護事業特別会計 22,289 10,660 11,629

ケーブルテレビ事業特別会計 138,347 99,244 39,103

広田財産区管理会特別会計 288 56 232

福良財産区管理会特別会計 5,209 3,249 1,960

北阿万財産区管理会特別会計 1,344 768 576

沼島財産区管理会特別会計 397 273 124

（単位：千円）

特別会計決算額 （単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 895,403 1,106,794 △211,391
資本的収入及び支出 675,657 682,295 △ 6,638

（単位：千円）水道事業会計決算額

一般会計決算額

平成16年度　淡路鳴門岬公園開発事務組合一般会計決算額
（平成 16年４月１日～平成 17年１月 10日）

歳　入 歳　出
分担金及び負担金 62,554 議会費 365
財産収入 2,629 総務費 369,579
繰入金 63,208 諸支出金 691,585
繰越金 264 合計 1,061,529
諸収入 914,540
県支出金 24,997
合計 1,068,192

歳入歳出差引　6,663

（単位：千円）

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 99,938 121,454 △ 21,516
資本的収入及び支出 0 23,737 △ 23,737

（単位：千円）国民宿舎事業会計決算額

項　目 収　入 支　出 差　引
収益的収入及び支出 233,724 229,098 4,626
資本的収入及び支出 0 0 0

（単位：千円）農業共済事業会計決算額

南
あ
わ
じ
市
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
民
間
企
業
が
決
算
の
と
き
作
成
す
る
貸
借
対

照
表
に
あ
た
る
も
の
で
、
基
準
日
に
所
有
す
る
資
産
の
内
容
と
自
己
資

金
や
借
金
（
負
債
）
の
内
容
を
表
し
ま
す
。

　

現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
で
は
、
一
年
間
の
収
入
と
支
出
だ
け

を
記
録
す
る
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
や
負
債
が
明

ら
か
に
な
り
、
財
政
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

数
値
は
、
普
通
会
計
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
十
六
年
度
の
普
通
会
計
は
、
南
あ
わ
じ
市
・
旧
四
町
・
旧
三
原
郡
広
域
事
務
組
合

の
一
般
会
計
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
特
別
会
計
、
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

事
業
特
別
会
計
、
潮
美
台
汚
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会

計
、
土
地
取
得
特
別
会
計
（
緑
）、
土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
（
緑
）、
滝
川
奨
学
・
ス

ポ
ー
ツ
文
化
振
興
基
金
特
別
会
計
（
西
淡
）、
町
立
灘
診
療
所
事
業
特
別
会
計
（
南
淡
）

及
び
、
旧
三
原
郡
広
域
事
務
組
合
の
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計
と
介
護
認
定
審
査
会
事

業
特
別
会
計
、
農
業
共
済
事
業
会
計
を
除
く
特
別
会
計
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

南あわじ市のバランスシート
平成 17年３月 31日現在

借　　方

〔資産の部〕

有形固定資産

総務費　     　4,566,481
民生費　     　4,206,463
衛生費　     　3,901,666
労働費　           115,209
農林水産業費 33,267,135
商工費  　      2,761,326
土木費　   　31,222,559
消防費　　        855,660
教育費　　   27,160,571
その他　　     2,925,797
         計　110,982,867
（うち土地　22,385,208）
①有形固定資産合計

110,982,867

投　資　等

投資及び出資金　6,935,788
貸付金　           167,043
基金　　
・特定目的基金　2,831,389
・土地開発基金　1,127,406
・定額運用基金　　 　     0
　  　      計　3,958,795
退職手当組合積立金　605,170
②投資等合計

11,666,796

流動資産
現金・預金
・財政調整基金1,441,340
・減債基金　      373,848
・歳計現金　   1,272,486
　　 　　 計　3,087,674
未収金
・地方税　      　478,194
・その他　　        45,503
　　　        計　523,697
③流動資産合計

3,611,371

④資産合計

①＋②＋③　  126,261,034

貸　　方

〔負債の部〕

固定負債

地方債　      41,423,627
債務負担行為
・物件の購入費           　0
・債務保証又は損失補償   　0
　                         計　0
退職給与引当金  4,598,718
その他　　　　　　　  　0
⑤固定負債合計

46,022,345

流動負債
翌年度償還予定額  3,474,006
翌年度繰上充用金　　　  0
その他                         0
⑥流動負債合計

 3,474,006
⑦負債合計（⑤＋⑥）

49,496,351

〔正味資産の部〕

国庫支出金   17,283,476
都道府県支出金 13,163,534
一般財源等   46,317,673
⑧正味資産合計

76,764,683

⑨負債・正味資産合計

⑦＋⑧　 　126,261,034

（単位：千円）

バランスシートの用語解説
•有形固定資産・・・市の不動産（建物、道路 ）や
動産（自動車等）のうち保有が長期に及ぶもの

•投資及び出資金・・・財団法人などへの出資金や
有価証券

•退職給与引当金・・・年度末在職職員全員が退職
するとした場合に支払う退職手当金（理論値）

•負債・・・一年以内に支払期限が到達するのが流
動負債。それ以外が固定負債

•正味資産・・・既に納められた税金や交付税、補
助金を財源としてつくられた資産額

分析項目 算定方法 平成16年度 内容

流動比率 104.0％
短期の負債に対する支払能力を
見るための指標で、高いほど支
払能力があるといえます。

固定長期適合比率   99.9％
長期的な資金の安定性を評価。
100%が目安で低い方が資金の
安定性が高いです。

借入依存度   35.6％
総資産に対する資金調達を有利
子負債でどの程度賄っているか
を示す指数です。

正味資産比率

（自己資産比率）
  60.8％ この率が高いほど財政状況が健

全であるといえます。

世代間負担比率   40.5%
現在整備されている社会資本の
うち、将来の世代が負担しなけ
ればならない割合です。

◆バランスシートを活用した財務分析

　①～⑨は上記バランスシー
トをご覧ください。
　⑩は地方債と翌年度償
還予定額を足した数値で、
44,897,633 千円になりま
す。

※算定方法の①～⑩について
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市
政
ひ
ろ
ば

市
の
将
来
設
計
の
策
定
に
向
け
て
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画
審
議
会

実
技
と
筆
記
試
験
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
九
月
十
日
現
在
、
市
内
で

の
交
通
事
故
は
既
に
二
百
三
十
八

件
発
生
し
、
死
亡
事
故
も
六
件
と

昨
年
の
一
年
間
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
故
の
う
ち
、
半
数

以
上
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
淡

路
地
区
交
通
安
全
協
会
連
絡
協
議

会
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
型
バ
イ
ク
と
自
動
車
の
速
度

感
覚
の
違
い
や
ラ
イ
ト
点
灯
の
必

要
性
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま

た
路
上
の
マ
ー
ク
を
通
過
す
る
運

転
技
能
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
南
あ
わ
じ
市
議
会
定
例

会
で
も
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る

く
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
市
民
と
行
政
、
関
係
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
交
通
事
故
防
止
に

最
善
の
努
力
を
払
う
こ
と
を
趣
旨

と
し
た
「
交
通
安
全
の
市
宣
言
」

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

▲榎列学童保育（松田公会堂内）

　▲走行速度を予想する参加者ら

「
交
通
安
全
の
市
」
を
宣
言

安
全
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

▲第１回南あわじ市総合計画審議会

8

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
合
併
後
の

新
し
い
市
政
運
営
の
最
も
基
本
的

な
将
来
計
画
で
あ
る「
総
合
計
画
」

を
平
成
十
七
年
度
か
ら
十
八
年
度

に
か
け
て
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
市
長
の
諮
問

に
応
じ
て
計
画
案
を
答
申
す
る
総

合
計
画
審
議
会
の
第
一
回
審
議
会

が
十
月
十
一
日
、
南
淡
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
役
員
の
選
任
や
策
定

の
方
針
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
十
月
に
実
施
し
ま
し
た

総
合
計
画
策
定
に
係
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
四
千
五
百
人
無
作

為
抽
出
）
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
は
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
議
会
委
員
は
次
の
方
々
で
す

（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

会
長
＝
由
井
淳あ

つ
ひ
ろ裕

（
福
良
）、
副
会
長

＝
志
智
宣の

ぶ
お夫

（
湊
）、
清
川
と
し
子

（
広
田
）、
委
員
＝
金
崎
詳あ
き
つ
ぐ継
（
倭
文
）、

稲
本
幸ゆ
き
お雄
（
広
田
）、澤
内
ま
ち
代
（
松

帆
）、
小
磯
富と
み
お男
（
阿
那
賀
）、
泰
地

昭あ
き
お男
（
志
知
）、
入
谷
博ひ
ろ
ふ
み文
（
神
代
）、

中
田
伸の
ぶ
か
ず一
（
榎
列
）、
北
内
秀ひ
で
あ
き明
（
市
）

橋
田
友と
も
た
か孝
（
市
）、
木
田
薫か
お
る（
神
代
）、

田
中
一か
ず
よ
し良
（
榎
列
）、
奥
井
光み
つ
こ子
（
賀

集
）、
芝
壽と
し
ひ
ろ浩
（
福
良
）、
森
武た
け
み美
（
福

良
）、
鳥
井
幸こ
う
す
け祐
（
福
良
）、
松
坂

秀し
ゅ
う
じ二

（
賀
集
）、
山
形
収し

ゅ
う
じ司

（
阿
万
）

広報 

年
末
調
整
、
確
定
申
告
書
に
は

　

今
年
か
ら
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
必
要

　

十
月
三
十
日
、
合
併
し
て
初
め

て
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま

し
た
。

　

激
戦
を
勝
ち
抜
か
れ
、
市
民
か

ら
付
託
さ
れ
ま
し
た
市
議
会
議
員

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
市

行
財
政
運
営
に
お
い
て
適
切
な
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ
の
代

表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と
な

ら
れ
、「
選
良
」
と
い
う
こ
と
ば

で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
人
格
・
見

識
と
も
に
す
ぐ
れ
た
代
表
者
で
あ

り
ま
す
。

　

ご
周
知
の
と
お
り
、
議
会
は
、

住
民
を
代
表
す
る
公
選
の
議
員
を

も
っ
て
構
成
さ
れ
る
地
方
公
共

団
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
ま

す
。
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
議

会
の
議
決
を
経
た
上
で
諸
々
の
事

務
を
執
行
す
る
と
さ
れ
、
互
い
に

独
立
し
、
対
等
の
立
場
と
地
位

に
あ
る
と
と
も
に
、
長
の
独
断
専

行
を
許
さ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

併
せ
て
、
執
行
機
関
の
行
財
政

運
営
や
事
務
処
理
な
い
し
事
業
の

実
施
が
、
す
べ
て
適
法
・
適
正
に
、

し
か
も
、
公
平
・
効
率
的
に
、
そ

し
て
民
主
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
監
視
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
同
時
に
議
会
が
い
か

に
住
民
の
福
祉
を
考
え
、
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
示
唆
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

議
員
は
市
職
員
と
同
様
、
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
住
民
全
体

の
代
表
者
で
あ
り
、
個
人
の
利

害
の
み
の
立
場
に
立
つ
の
で
は
な

く
、
市
全
体
の
あ
り
方
、
方
向
性

を
示
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
福
祉

施
策
や
行
財
政
改
革
を
中
心
に
山

積
す
る
難
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
、
よ
き
南
あ
わ
じ
市

を
築
き
上
げ
る
た
め
、
議
会
議
員

の
方
々
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
建
設
的
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

倭
文
・
榎
列
学
校
区
で
も
学
童
保
育
ス
タ
ー
ト

　

若
年
層
世
帯
の
定
住
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
営
住
宅

「
し
づ
お
り
第
二
団
地
」
の
新
築

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

団
地
は
既
存
の
し
づ
お
り
団
地

（
倭
文
庄
田
）
の
東
側
に
位
置
し
、

七
千
百
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
の
住
宅
棟
と
集
会
所
、
駐

車
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
ま
す
。
住

宅
棟
に
は
低
所
得
者
を
対
象
と
し

た
公
営
住
宅
十
六
戸
と
、
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
八
戸
を
建
設
し
ま

す
。
ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
や
段
差
の
解
消
、
オ
ー
ル
電
化

な
ど
、
高
齢
者
の
方
で
も
安
心
し

て
住
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
七
日
に
現
地
で
行
わ
れ
た

安
全
祈
願
祭
で
は
、
関
係
者
約

四
十
人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

 

住
宅
工
事
は
来
年
九
月
末
に
完

成
さ
せ
、
そ
の
後
入
居
者
の
募
集

を
行
う
予
定
で
す
。

　▲しづおり第２団地の安全祈願祭
し
づ
お
り
第
２
団
地
新
築
工
事
が
ス
タ
ー
ト

市
営
住
宅
建
設
開
始

　

昼
間
、
仕
事
等
の
理
由
で
保
護

者
が
家
に
い
な
い
小
学
校
低
学

年
（
一
年
生
か
ら
三
年
生
）
の
児

童
を
対
象
に
、
放
課
後
や
長
期
休

暇
に
指
導
員
が
集
団
で
保
育
す
る

「
学
童
保
育
」
が
八
月
一
日
か
ら

倭
文
小
学
校
区
で
、
十
月
三
日
か

ら
榎
列
小
学
校
区
で
開
所
し
ま
し

た
。

　

市
内
で
は
合
併
前
か
ら
開
所
し

て
い
る
広
田
・
北
阿
万
小
学
校
区

に
続
い
て
四
か
所
目
。
学
童
保
育

で
は
、
家
で
過
ご
す
の
と
同
じ
よ

う
に
遊
ん
だ
り
宿
題
を
し
た
り
、

お
や
つ
を
食
べ
た
り
と
、
年
齢
の

違
う
児
童
た
ち
が
室
内
外
で
過
ご

し
、保
護
者
の
迎
え
を
待
ち
ま
す
。

利
用
料
金
は
月
額
五
千
円
。
開
設

時
間
に
つ
い
て
は
、
平
日
は
放
課

後
か
ら
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
、
夏

休
み
等
の
長
期
休
暇
中
は
午
前
八

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　

市
で
は
来
年
度
以
降
も
準
備
が

整
い
次
第
開
所
す
る
予
定
で
す
。

　

高
齢
運
転
者
の
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
目
的

と
し
た
、「
全
淡
路
高
齢
者
安
全

運
転
競
技
会
」が
九
月
二
十
八
日
、

三
原
自
動
車
教
習
所（
賀
集
八
幡
）

で
開
催
さ
れ
、
三
十
六
人
が
運
転

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税

等
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
年
末
調
整
や
確
定
申

告
書
の
手
続
き
で
は
、
納
付
し
た

保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
所
得
税
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
平
成
十
七
年
分
の
所
得

の
申
告
か
ら
一
年
間
に
納
付
（
納

付
見
込
を
含
む
）
し
た
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
社
会
保
険
庁
で
は
、
納

付
い
た
だ
い
た
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
を
十
一
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収

証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年

金
に
加
入
し
た
場
合
な
ど
、
十
月

以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
さ
れ
る
方
は
翌
年
二
月
初
旬

に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
控
除
額
証

明
書
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０
０
・
９
９
１
１
）

年
金
相
談
専
用
電
話
の

　
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

　
　
【
変
更
前
】

☎
０
７
８
・
２
０
０
・
３
１
８
１

　
　
　
　

⬅

　
　
【
変
更
後
】

　

年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談
は

☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１イ

イ

ロ

ウ

ゴ

１
６
５
、

年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金

相
談
は
☎
０
５
７
０
・
０
７
・

１イ

イ

ロ

ウ

ゴ

１
６
５
。
受
付
は
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

明
石
社
会
保
険
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

▽
日
時　

12
月
２
日
（
金
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

※
要
事
前
予
約（
11
月
25
日
ま
で
）

▽
申
込
み　

市
民
課
☎
43
・

５
０
２
３

▲「交通安全の市」看板

放
課
後
健
全
育
成
事
業
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市
の
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ

ー
審
査
会
が
九
月
十
六
日
、
三
原

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
県

の
審
査
に
出
品
す
る
入
選
作
品

二
十
九
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
市
内
の
小
中
学
生
か
ら

五
百
三
十
二
点
の
応
募
が
あ
り
、

各
学
校
で
選
出
さ
れ
た
百
四
十
五

作
品
の
中
か
ら
市
の
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

三
名
の
審
査
員
に
よ
り
、
発
想
豊

か
な
作
品
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

金
賞
＝
秦
弘
樹
（
三
原
中
一
年
）

銀
賞
＝
平
池
早さ
あ
や純
（
倭
文
小
五

年
）、大
橋
裕ゆ
う
こ子
（
三
原
中
二
年
）、

銅
賞
＝
柴
田
篤あ
つ
し（
辰
美
小
一
年
）、

菊
川
愉ゆ

か加
（
福
良
小
四
年
）、
中

尾
恵え

り里
（
倭
文
中
三
年
）

11 10

市政ひろば

情
報
化
計
画
策
定
に
向
け
一
歩

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

自
主
避
難
に
つ
い
て

まちづくり・防災課
☎50-3035

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

　

自
主
避
難
に
は
、
次
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

・
避
難
勧
告
を
出
す
に
は
至
ら
な

い
が
、
避
難
を
呼
び
か
け
る
場

合
（
避
難
準
備
）

・
住
民
が
危
険
を
感
じ
、
自
主
的

に
避
難
す
る
場
合

　

台
風
や
大
雨
な
ど
で
不
安
や
危

険
を
感
じ
た
ら
、
ま
ず
安
全
な
と

こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
身
内
や
知

人
宅
な
ど
に
、
早
め
に
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
地
区
で
協
議

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。（
こ
の
よ
う
に
、

自
ら
避
難
す
る
こ
と
を
「
自
主
避

難
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ど
う
し
て
も
自
主
避
難
す
る
と

こ
ろ
が
な
い
場
合
は
、
市
が
自
主

避
難
場
所
を
提
供
し
ま
す
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
･
防
災
課
（
☎
50
・

３
０
３
５
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
主
避
難
は
避
難
所
の

開
放
の
み
で
す
。
寝
具
、
日
用
品

等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

自
主
避
難
す
る
に
あ
た
っ
て

守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

・
施
設
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責

任
を
も
っ
て
移
動
す
る

・
宿
泊
に
な
り
そ
う
な
場
合
は
、

寝
具
や
食
料
な
ど
身
の
回
り

の
必
要
な
も
の
を
持
参
す
る

・
管
理
者
の
指
示
に
必
ず
従
う
。

・
ペ
ッ
ト
を
連
れ
込
ま
な
い
。

・
施
設
を
大
切
に
使
用
し
、
終
わ

っ
た
ら
後
片
付
け
を
す
る
。

　

実
際
に
豪
雨
が
発
生
す
れ
ば
、

避
難
勧
告
や
指
示
が
間
に
合
わ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か

ら
雨
量
情
報
に
注
意
し
、
早
め
の

避
難
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

宝
く
じ
助
成
を
受
け
、
防
災

資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た

　

地
域
住
民
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
三
十
二
自
治
会
（
自
主
防

災
組
織
）に
防
災
資
機
材
と
し
て
、

担
架
を
一
台
ず
つ
配
備
し
ま
し

た
。
当
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る

宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
い
ま
す
。

固定資産税 ４期
納期限は、11月 30日（水）です
問税務課☎43-5022

　

人　
事　
異　
動

　

十
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。（　

）
は
旧
所
属
。

▼
上
下
水
道
部
下
水
道
加
入
推
進

特
命
参
事
＝
竹
内
秀
次
（
都
市
整

備
部
災
害
復
旧
特
命
参
事
）
▼
市

民
生
活
部
生
活
環
境
課
課
長
補
佐

兼
環
境
係
長
＝
樫
本
昌
明
（
同
課

長
補
佐
）
▼
市
民
生
活
部
税
務
課

主
事
＝
井
上
美
奈
子
（
同
市
民
課

主
事
）
▼
九
月
三
十
日
付
退
職
＝

木
下
賢
二
（
市
民
生
活
部
生
活
環

境
課
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）

▲配備した担架

▲広田梅林ふれあい公園

広
田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
が
オ
ー
プ
ン

　

地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

整
備
を
進
め
て
き
た
広
田
梅
林
拡

張
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、「
広

田
梅
林
ふ
れ
あ
い
公
園
」
と
し

て
十
一
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。

　

敷
地
は
約
一
万
四
千
平
方
メ
ー

ト
ル
。
ト
イ
レ
と
駐
車
場
を
完
備

し
て
お
り
、
あ
ず
ま
屋
等
休
憩
所

も
随
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、梅（
百
五
十
本
）や
桜（
五
十

本
）、
ア
ジ
サ
イ
な
ど
四
季
折
々

の
表
情
が
楽
し
め
ま
す
。

▲金賞、秦くんの作品

明
る
い
選
挙
ポ
ス
タ
ー
、
金
賞
に
秦
弘ひ
ろ
き樹
く
ん

　

南
あ
わ
じ
市
の
名
誉
市
民
・
直

原
玉
青
さ
ん
（
本
名
＝
正た
だ
し、
岡
山

県
出
身
）
が
九
月
三
十
日
、
大
阪

府
守
口
市
で
お
亡
く
な
り
に
な
り

ま
し
た
。
一
〇
一
歳
。

　

直
原
さ
ん
は
、
帝
国
美
術
院
展

覧
会
や
日
本
美
術
展
覧
会
で
画
家

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、（
社
）

日
本
南
画
院
創
立
に
尽
力
、
現
代

南
画
の
第
一
人
者
と
し
て
理
事

長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
国こ
く
せ
い
ぜ
ん
じ

清
禅
寺
の

住
職
と
な
り
、
平
成
三
年
に
は

滝た
き
が
わ川
記
念
美
術
館
「
玉
ぎ
ょ
く
せ
い
か
ん

青
館
」
に

自
ら
の
作
品
「
禅
の
牧
ぼ
く
ぎ
ゅ
う
牛　

う
し

か
ひ
草ぐ

さ

」「
隠い

ん
げ
ん
ぜ
ん
じ
い
ち
だ
い
き

元
禅
師
一
代
記
」

な
ど
の
代
表
作
を
多
数
寄
贈
さ
れ

る
な
ど
、
市
の
芸
術
・
文
化
振
興

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
九
月
に
旧
西
淡
町
か

ら
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
、

合
併
に
よ
り
名
誉
市
民
と
し
て
引

き
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　

淡
路
島
を
心
の
ふ
る
さ
と
と
慕

い
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
直
原

さ
ん
。ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　▲直原玉青さん

名
誉
市
民
・
直じ

き
は
ら
ぎ
ょ
く
せ
い

原
玉
青
さ
ん
が
逝
去

市
の
芸
術
・
文
化
振
興
に
寄
与

普
段
の
情
報
入
手
方
法

　
「
テ
レ
ビ
」
91
％
と
「
新
聞
」

88
％
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
。

家
庭
で
の
テ
レ
ビ
受
信
状
況

　

情
報
入
手
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
担
う
テ
レ
ビ
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
緑

地
域
、
南
淡
地
域
で
は
半
数
以
上

の
世
帯
で
受
信
状
況
に
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
保
有
状
況

　

全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ
78
％
の

世
帯
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
の
保
有
状
況

　

回
答
者
の
う
ち
77
％
の
方
が
保

有
し
、
世
帯
で
の
保
有
率
は
84
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
各
種
情
報
の
入
手
状
況

　
「
ほ
し
い
情
報
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
わ
か
ら
な
い
」
43
％
、「
ほ

し
い
情
報
が
少
な
い
。
十
分
な
情

報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
」
33
％

で
、
情
報
入
手
に
不
満
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
い
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
防
災
ネ
ッ
ト

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ

と
が
「
な
い
」
67
％
、
防
災
ネ
ッ

ト
を
「
知
ら
な
い
」
74
％
で
、
市

の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ま
り

利
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

今
後
必
要
な
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
生
活
が
便
利
に
な
る
身
近

な
生
活
情
報
、
人
命
・
財
産
・
健

康
に
か
か
わ
る
情
報
、
在
宅
で
各

種
情
報
が
入
手
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

に
特
に
関
心
が
高
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
地
域
情
報
化

計
画
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
情
報
化
推
進
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
結
果
と
分
析
は
一
部
の
紹

介
で
、
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
く
ら
し
の
便
利
帳
↓
情

報
化
推
進
）で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

情
報
課
☎
43
・
５
０
０
３

　

市
の
情
報
化
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
情
報
化
の
現
状
と
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
「
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
六
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

二
十
歳
以
上
の
住
民
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
二
千
人
の
方
へ
郵
送
に
よ

り
調
査
を
依
頼
し
、
九
百
四
十
三
人
（
約
五
〇
％
）
の
方
か
ら
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。

0 200 400 600 800 1000

新聞
雑誌
テレビ
ラジオ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
農協ｵﾌﾄｰｸ
広報紙
回覧板
携帯電話
その他

829(87.9％）
270（28.6％）
861（91.3％）

295（31.3％）
366（38.8％）

86（9.1％）
435（46.1％）

247（26.2％）
149（15.8％）

26（2.8％）

きれいに映る

61.7％

良く映らない
チャンネルがある

29.5％

あまり良く映らない
8.0％

全く映らない0.6％ 無回答0.2％

　指名手配被疑者が皆さんの近くに潜んで

いるかもしれません。どんな小さな情報で

も結構ですので、警察へ通報ください。

オウム真理教関係特別手配

菊 地 直 子
昭和46年生まれ
身長 159cm位
右こめかみ・右
目下にホクロ
地下鉄サリン事件

高 橋 克 也
昭和33年生まれ
身長 173cm位
眉毛が濃い
近視（眼鏡使用かも）
地下鉄サリン事件

平 田　 信
昭和40年生まれ
身長 183cm位
がに股、ひげが濃い
公証役場事務長逮
捕監禁致死事件

情報は・・・

　南 あ わ じ 警 察 署 　 ☎ 42-0110
　オウム24時ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　☎ 0120-006-024

「
あ
な
た
で
す　

　

火
の
あ
る
く
ら
し
の　

　
　
　
　

見
は
り
役
」

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　

11
月
９
日
〜
15
日

広田

倭文（緑）

松帆

湊

津井
阿那賀
伊加利

志知（西淡）
榎列
八木
市
神代

倭文（三原）

志知（三原）

福良
賀集
北阿万
潮美台
阿万
灘

沼島

61.5%
61.1%

11.0%

6.3%
12.5%
15.4%

0.0%
18.5%
21.1%

16.7%
18.1%
17.2%

8.3%
12.5%

54.1%

76.7%
68.4%
76.0%

57.9%

71.4%
50.0%

Q.テレビはきれいに映りますか?(市全域)

個人事業税 ２期
納期限は、11月 30日（水）です
問淡路県民局洲本県税事務所
  ☎ 26-2032

Q.テレビの視聴に
　問題があると答えた世帯(地区別)



　

お知らせ

13 12

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
総務部
　総務課☎43-5001
　秘書広報室☎43-5002
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　税務課☎43-5022
　市民課☎43-5023
　生活環境課☎43-5024
農林振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
企画部
　企画調整課☎50-3032
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
　まちづくり・防災課☎50-3035
　国体推進室☎50-3036
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

広報 

項　目 期間・開催日 内容 備　考

イベント

11月３日（祝） イギリス民族音楽 バグパイプ演奏 １日２回①11:30 ② 14:30

11月６日（日） 市民まつり・ふれあいカーニバル 同ページに関連記事

11月７日（月） 淡路農業技術センター見学ツアー 13:00 ～　定員10人、雨天中止

毎週日曜日 コアラ舎裏側探検隊 13:00 ～　定員20人

毎日 動物ふれあい広場

◆開園時間　9:00 ～ 18:00
◆入 園 料   大人 800円／小人 400円
◆電     話   ４３－２６２６ ※電話番号はお間違えなく

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
の
園
児
募
集

◆
保
育
所
（
園
）

▽
保
育
所
（
園
）　

市
立
＝
倭
文
、

広
田
、
榎
列
、
二
宮
、
八
木
、
市
、

神
代
、
志
知
、
ち
ど
り
、
賀
集
、

北
阿
万
、
阿
万
、
灘
、
私
立
＝
松

帆
北
、
松
帆
南
、
福
良
、
ぬ
し
ま

▽
保
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

４
時
。

▽
延
長
保
育　

市
立
で
は
午
後
６

時
ま
で
の
延
長
保
育
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
。
事
前
届
出
が
必

要
。（
市
保
育
所
は
午
前
７
時

〜
午
後
７
時
ま
で
。
た
だ
し
、

別
途
料
金
が
必
要
）
私
立
の
延

長
時
間
は
、
各
施
設
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
入
所
要
件　

保
護
者
、
同
居
の

親
族
等
が
働
い
て
い
た
り
、
出

産
、
病
人
の
看
護
等
に
よ
り
児

童
を
家
庭
で
常
に
保
育
が
で

き
な
い
家
庭
。

▽
保
育
料　

所
得
に
応
じ
て
異
な

り
ま
す

▽
申
込
み　

申
込
書
（
各
保
育
所

備
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
各
保
育
所
に
お
子
さ

ん
を
連
れ
て
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
市
外
の
入
所
希
望
者

は
、
最
寄
り
の
総
合
窓
口
セ
ン

タ
ー
、
ま
た
は
福
祉
課
で
申
込

み
。
定
員
を
超
え
た
場
合
、
希

望
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間　

11
月
９
日
（
水
）

〜
12
日
（
土
）
※
12
日
は
正
午

ま
で
。
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
、
年
度
途
中
か
ら
の
入
所
可
能

▽
問
い
合
わ
せ　

各
保
育
所

（
園
）、
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

◆
幼
稚
園

▽
市
立
幼
稚
園　

湊
、
津
井
、
丸

山
、
阿
那
賀
、
伊
加
利
、
志
知

▽
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時

▽
休
園
日　

小
学
校
に
準
ず
る

▽
対
象
幼
児　

市
内
に
住
所
を
有

す
る
幼
児
。
3
歳
児
、4
歳
児
、

５
歳
児

▽
保
育
料　

月
額
約
１
万
７
千
円

（
詳
細
は
各
園
へ
）。
別
途
入
園

料
３
千
円
。

▽
受
付
期
間　

11
月
７
日
（
月
）

〜
11
日
（
金
）
※
年
度
途
中
か

ら
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み　

各
園
、
学
校
教
育
課

☎
37
・
３
０
１
８

　

里
親
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ

な
い
児
童
を
、
個
人
の
家
庭
に
預

け
て
、
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　

養
育
費
は
、
県
中
央
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。
申
込
み
は
同
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
８
・
９
２
３
・
９
９
６
６
）
ま

た
は
福
祉
課
（
☎
44
・
３
０
０
２
）

国
民
健
康
保
険
証
は
12
月
１
日
に
更
新

【体験教室】
パン・バター作りは毎日、ソーセージ作り
は平日、ふんわりスフレ作りは土・日、ク
ラフト体験は土・日・祝日に開催

　

市
内
の
17
か
所
（
市
立
13
、
私
立
４
）
の
認
可
保
育
所
（
園
）
と

６
か
所
の
市
立
幼
稚
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
お

よ
び
資
格
証
明
書
含
む
）
は
、
11

月
30
日
で
有
効
期
間
が
終
了
し
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
11
月
下

旬
に
郵
送
（
配
達
記
録
：
受
領
印

が
必
要
で
す
）
等
に
よ
り
各
戸
に

配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
12
月
１

日
か
ら
は
必
ず
新
し
い
保
険
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
保

険
証
は
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・

出
張
所
・
連
絡
所
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
記
載
内
容
を
確
認
し
、
間
違
い

が
あ
れ
ば
届
け
出
く
だ
さ
い
。

②
医
療
機
関
に
預
け
た
ま
ま
に
せ

ず
、手
元
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

③
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
法
律
に

よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

④
紛
失
し
た
り
、
破
れ
て
使
え
な

く
な
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
届

け
出
て
、
再
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

⑤
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅
行
、
修
学

の
た
め
家
族
と
離
れ
る
と
き

は
、
申
請
す
る
と
別
に
保
険
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑥
資
格
証
明
書
に
よ
っ
て
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合
は
、
全
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

で
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
７

割
（
３
歳
未
満
は
８
割
、
前
期

高
齢
者
は
９
割
ま
た
は
８
割
）

を
現
金
給
付
し
ま
す
。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は

　

期
間
の
短
い
短
期
証
ま
た
は
、

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い
ま

す
。
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て

い
る
方
で
、
保
険
税
を
納
付
で
き

な
い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

は
、保
険
課
へ
届
け
出
く
だ
さ
い
。

短
期
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

　淡路島内で生産された瓦を使用した住宅
（店舗等併用住宅の場合は住居部分が２分の
１以上）を、新築または改築した場合に次
の額を奨励金として交付します。
　なお、この制度は平成17年４月１日以
降に屋根工事が完了した方に限ります。
◆奨励金額
　奨励金の額は屋根工事費の 20％以内で、
屋根工事面積によって次のとおり限度額
を設けています。また、改築の場合はそ
の２分の１です。

◆問い合わせ・申請受付
　商工観光課☎３７－３０１２
※申請用紙は総合窓口センターに用意しています

屋根工事面積 助成上限額
110㎡未満 １０万円
110㎡以上 150㎡未満 １５万円
150㎡以上 ２０万円

台
湾
学
生
・
舞
踊
団
の
公
演
開
催

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
先
も
募
集

　

台
湾
の
国
立
台
湾
戯
曲
専
科
学

校
学
生
に
よ
る
公
演
を
開
催
し
ま

す
。
京
劇
や
綜そ
う
げ
い藝
舞
踏
、
音
楽
、

雑
技
、
オ
ペ
ラ
な
ど
を
学
ん
だ
学

生
ら
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
舞
台
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
三
原
公
民
館
公
演

▽
日
時　

11
月
26
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
（
開
場
30
分
前
）

◆
西
淡
公
民
館
公
演

▽
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
（
開
場
30
分
前
）

舞
踊
団
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
！

　

今
回
来
日
す
る
国
立
台
湾
戯
曲

専
科
学
校
の
団
員（
16
歳
〜
30
歳
）

20
名
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　

2
名
１
組
と
し
て
、
11
月
24
日

（
木
）
〜
26
日
（
土
）
昼
ま
で
の
間
、

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

希
望
者
は
、
11
月
10
日
（
木
）

ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

　太陽の光を利用した太陽光発電は、
クリーンな石油代替エネルギーです。
地域温暖化防止対策として地球の環
境保護からも新しいエネルギー源と
して期待されています。 
　国（窓口：新エネルギー財団）お
よび市では、この発電システムを一般住宅へ普及させるため太
陽光発電システム設置の補助制度を実施しています。
　来年度から国の助成制度が廃止される見込みがありますので
予定されている方はご注意ください。 
◆補助対象者　市内に居住する一般住宅で太陽光発電システム
　を設置する方で、平成17年度新エネルギー財団から補助金
　の決定を受けている方。 
◆補助金額　発電出力１kW当たり2万円。（４kWまで、最高
　８万円。千円未満切り捨、予算の範囲内） 
　＜例＞3.74kWの発電システムを設置した場合の補助額 
　　新エネルギー財団　20,000円× 3.74kW→ 74,800円 
　　南あわじ市　　　　20,000円× 3.74kW→ 74,000円 
◆申込み　企画調整課☎５０－３０３２

太陽光発電システム設置に助成金淡路瓦屋根工事に奨励金

▲太陽光パネル

里
親
の
募
集

◆日時　11月６日（日）午前９時～
◆場所　淡路ﾌｧｰﾑﾊﾟｰｸ  ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの丘
　※無料入園券は、新聞折込チラシに付いています

◆内容　①等身大紙相撲大会（10:30～15:00）
　　　　②舞台イベント（９:30～14:30）
　　　　③懸賞くじ（９:00～15:00）
　　　　④フリーマーケット（９:00～16:00）
　　　　⑤震災体験ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸ（゙宝探し）
　　　　　ゲーム（9:00～ 15:00）
　　　　⑥ヘリコプター遊覧体験（９:00～、450人まで）
◆問い合わせ　商工観光課☎37-3012
　　　　　　　三原町商工会☎42-4721

南あわじ市市民まつり秋祭り
阪神淡路大震災10周年記念事業・三原町商工会45周年事業

ふれあいカーニバル

2005.11.1発行

▲舞踊団による雑技
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市
内
で
「
地ち

せ
き
ち
ょ
う
さ

籍
調
査
」
を
実
施
中

地
籍
調
査
と
は
？

　

現
在
、
土
地
の
公
簿
・
公
図
と

い
え
ば
、
法
務
局
（
登
記
所
）
に

備
え
付
け
て
あ
る
土
地
登
記
簿

と
地
図
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
地

図
の
約
半
分
は
、
明
治
時
代
の
地

租
改
正
時
に
作
ら
れ
た
地
図
（
公

図
）
を
基
に
し
た
も
の
で
す
。
し

か
し
、
最
近
の
土
地
利
用
の
変
化

や
進
展
に
即
応
し
た
修
正
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
土
地
の
境
界
が
不

明
確
で
あ
っ
た
り
、
測
量
も
不
正

確
で
あ
っ
た
り
す
る
た
め
に
、
現

況
と
の
相
違
が
あ
る
な
ど
土
地
の

実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
し
、
地

籍
の
明
確
化
や
土
地
行
政
の
円
滑

化
を
図
る
た
め
に
、
国
土
調
査
法

が
制
定
さ
れ
、
昭
和
45
年
ご
ろ
か

ら
調
査
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
既

に
市
内
の
約
４
割
が
地
籍
調
査
が

完
了
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
や
地
目
、
境
界

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
新
た
な
土

地
登
記
簿
や
公
図
を
完
成
す
る
こ

と
が
、
こ
の
調
査
の
目
的
で
す
。

地
籍
調
査
の
手
順
は
？

①
準
備　

事
業
計
画
の
策
定
、
住

民
へ
の
説
明
会
を
行
い
、
地
籍

調
査
を
始
め
る
体
制
を
作
り

ま
す
。

②
一
筆
地
調
査　

調
査
員
が
一
筆

ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、
関
係

者
の
立
会
の
も
と
、
土
地
の
所

有
者
、
地
番
、
地
目
、
境
界
の

現
地
調
査
を
し
ま
す
。
こ
れ
を

一
筆
地
調
査
と
呼
び
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
籍
調
査
事
業
で
最

も
基
礎
と
な
る
大
切
な
調
査

で
あ
り
、
隣
接
す
る
土
地
所
有

者
（
ま
た
は
管
理
者
）
で
協
議

し
、
打
設
し
た
境
界
杭
を
、
立

  調査前

調査後

会
の
上
で
一
筆
地
ご
と
に
調

査
し
て
い
き
ま
す
。

③
地
積
測
量　

網
の
目
よ
う
に
地

籍
図
根
点
と
呼
ば
れ
る
基
準

点
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
確
定

し
た
境
界
杭
を
測
量
し
ま
す
。

こ
れ
が
一
筆
地
測
量
と
い
わ

れ
、
こ
の
測
量
図
が
新
し
い
地

籍
図
に
な
り
ま
す
。

④
成
果
品
の
点
検
・
承
認　

作
成

さ
れ
た
地
籍
簿
と
地
籍
図
の

案
は
、
閲
覧
さ
れ
た
上
で
、
知

事
や
国
の
承
認
を
受
け
ま
す
。

⑤
登
記
所
送
付　

地
籍
簿
と
地
籍

図
の
写
し
を
登
記
所
に
送
付
。

土
地
登
記
簿
が
書
き
改
め
ら

れ
た
地
籍
図
が
備
え
つ
け
ら

れ
ま
す
。

様
々
な
と
こ
ろ
で
利
用

　

こ
の
地
籍
図
は
、
災
害
な
ど
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
境
界

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に

も
、
地
籍
図
根
点
を
基
準
に
し
て

現
地
の
復
元
が
で
き
る
な
ど
、
個

人
の
土
地
取
引
か
ら
公
的
機
関
に

よ
る
地
域
の
整
備
ま
で
、
様
々
な

と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
調
査
地
区

　

志
知
鈩
地
区　

37 

ha

　

広
田
広
田
地
区　

17 

ha

　

中
条
中
筋
針
ノ
木
地
区 

18 

ha

　

神
代
浦
壁
地
区　

54 

ha

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
籍
調
査
課
☎
43
・
５
０
２
７

　

志
知
鈩
地
区
で
、
10
月
１
日
、
地
籍
調
査
に
か
か
る
地
元
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
一
筆
地
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
「
地
籍
調
査
」。
地
籍
調
査
と
は
何
な

の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

南あわじ市人権フェスティバル 2005
人と人が温かくふれあう交流のつどい

◆日時　11月20日（日）午前10時～午後５時
◆三原公民館での催し
　・ハートフルステージ
　　山本浩之（関西ＴＶアナウンサー）講演「いま、
　　守らなければならないもの」、ＰＹＬＯＮ（ア
　　カペラグループ）コンサート「音楽で人の輪」
　・出店（フリーマーケット・多国籍料理）
　・北阿万だんじり唄2000ジュニア発表
　・小規模授産施設きらら作業所によるハンドベル演奏
　・人権作文の表彰　など

◆市小学校での催し
　９:00～ 　車椅子バスケットボール実演＆体験
　11:00 ～　はしご車昇降（30m）体験、レス　
　　　　 　　キュー＆救急車展示、豚汁炊き出し

◆問い合わせ　人権教育課☎37-3019

「ふれあい作文」募集
　共に生きるまちづくりを進めるために、あなたの熱い
思いを込めた作文を募集します。

◆応募規定　①郵送、ＦＡＸまたはＥ -ｍ ail で応募して
ください。②600字以内、ジャンル・形式は自由。

　③応募作品は返却いたしません。④応募資格は問いま
せん。

◆賞　最優秀賞1点、優秀賞３点、佳作数点
　賞及び優秀作品は、記念品の発送をもって発表にかえ
させていただきます

◆応募締切　12月１日（木）
◆記載事項　氏名、匿名（希望する・希望しない）／筆名、
電話番号、住所、年齢、性別

◆応募先　〒 656-0393　南あわじ市湊 90番地 1　教
育委員会人権教育課「ふれあい作文」係

　☎ 37-3019、F37-3038
　Ｅ-mail：jinken_kyouiku@city.minamiawaji.hyogo.jp

☆緑文化祭（展示発表）
◆日時　11月１日（火）～３日（木・祝）
　　　　午前９時～午後８時　※３日は午後６時まで
◆場所　緑市民センター（☎44-3008）
◆内容　作品展示
◆その他　お茶席：３日午前10時～午後３時（無料）

☆西淡総合文化祭
（芸能発表）
◆日時　11月６日（日）午後０時30分～
◆場所　西淡公民館（☎37-3028）２階大ホール
◆出演　西淡文化団体連絡協議会の所属団体

（展示発表）
◆日時　11月３日（木・祝）～６日（日）
　　　　　午前９時～午後６時
◆場所　西淡公民館
◆内容　同会員や姉妹都市・静内町、児童の作品展示
◆その他　お茶席：３日午前10時～（無料）

（地区公民館）
☆丸山地区公民館（☎39-0210）
◆日時　11月 20日（日）午前８時～正午
◆内容　作品展示

☆西淡志知公民館（☎36-5526）
◆日時　11月 12日（土）～13日（日）
　午前９時～午後８時。13日は午後３時まで
◆内容　公民館と西淡志知小学校の作品展示

☆三原文化芸能・文化祭
（芸能発表）
◆日時　11月３日（木・祝）午前９時～午後３時
◆場所　三原公民館（☎ 43-5038）２階大ホール
◆内容　三原文化団体連絡協議会の所属団体
　　　　市小学校郷土部等による発表

（展示発表）
◆日時　11月１日（火）～３日（木・祝）午前９時～午後５時
◆場所　三原公民館
☆菊花展・菊人形展
◆日時　10月 31日（月）～11月 10日（木）
　　　　午前９時～午後10時
◆場所　三原公民館前駐車場
☆盆栽展
◆日時　11月１日（火）～３日（木・祝）午前９時～午後５時
◆場所　三原図書館（☎ 43-5037）１階ロビー
☆小中学校作品展
◆日時　11月１日（火）～20日（日）
　　　　午前９時～午後５時（月曜は休み）
◆場所　淡路人形浄瑠璃資料館（☎ 43-5037）

☆南淡文化芸能祭
（芸能発表）
◆日時　11月 27日（日）午前10時～
◆場所　南淡公民館（☎ 50-3048）３階大ホール
◆内容　南淡文化協会による芸能発表

（展示発表）
☆南淡（福良）公民館（☎50-3048）
◆日時　11月５日（土）～６日（日）
　　　　午前９時～午後９時
◆内容　作品展。お茶席：６日午後１時～（無料）。
　　　　盆栽とﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄは６日午後６時まで
◆いい歯の日（南あわじ市歯科医師会）
　→16ページに関連記事

（地区公民館）
☆賀集地区公民館（☎54-0331）
◆日時　11月５日（土）～６日（日）
　　　　午前９時～午後８時
◆内容　作品展

☆北阿万地区公民館（☎55-0055）
◆日時　11月５日（土）～６日（日）
　　　　午前９時～午後４時30分
◆内容　作品展

☆阿万地区公民館（☎55-0046）
　青年の家うずしおﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙと共催（20 ﾍﾟｰｼ参照）
◆日時　11月５日（土）午後５時～９時（芸能発表）
　　　　11月６日（日）午前９時～午後３時（作品展示）
◆場所　国立淡路青年の家（☎55-2695）

2005.11.1発行

▲大正琴の演奏

▲菊人形展（三原公民館前）
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◆
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
・
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
９
月
23
日
〜
26
日
・
富
山
県
総
合
運

動
公
園
）
３
位
＝
船
木
茂
浩
（
松
帆
）
所
属

の
兵
庫
県
代
表
チ
ー
ム

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
シ
ン
グ
ル
ス
テ
ニ
ス

大
会
（
９
月
25
日
・
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
男
子
Ａ
】
①
印
部
泰
男
（
南
あ
わ
じ
市
）
②

稲
山
和
彦
（
同
）
③
三
宅
孝
幸
（
同
）

【
男
子
Ｂ
】
①
西
本
禎
二
（
同
）
②
宮
本
末
次

（
同
）
③
中
田
勝
博
（
同
）

【
女
子
Ａ
】
①
礒
山
華
名
（
洲
本
市
）
②
奥
野

実
千
代
（
南
あ
わ
じ
市
）
③
北
内
真
理
子
（
同
）

【
女
子
Ｂ
】
①
早
川
京
子
（
同
）
②
山
口
雛
乃

（
洲
本
市
）
③
島
崎
ま
ゆ
み
（
南
あ
わ
じ
市
）

◆
第
18
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
・
男
女
混
合
綱
引
大
会
（
10
月
１
日
〜

３
日
・
岩
手
県
北
上
総
合
体
育
館
）

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
２
位
＝
飛
翔
会
（
南
あ
わ
じ
市
）

◆
第
20
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
少
年
野
球
ジ
ュ

ニ
ア
大
会
（
10
月
２
日
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
）

①
広
田
②
松
帆
③
福
良
③
大
野

◆
第
26
回
全
淡
テ
ニ
ス
シ
ン
グ
ル
ス
選
手
権

（
10
月
２
日
・
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー
ナ
）

【
男
子
Ａ
】
①
印
部
泰
男
（
宮
本
組
）【
男
子
Ｂ
】

①
船
瀬
正
貴
（
洲
本
実
業
）【
男
子
Ｃ
】
①
社

家
祐
一
郎
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）【
男
子
シ
ニ
ア
】
①
前

田
隆
史
（
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
）【
女
子
Ａ
】

①
天
野
朋
美
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）【
女
子
Ｂ
】
①
村
井

志
帆
（
Ｔ
Ａ
・
カ
ズ
）【
女
子
Ｃ
】
①
赤
井
早

希
（
洲
本
高
校
）

◆
第
４
回
南
あ
わ
じ
市
卓
球
大
会
（
10
月
２

日
・
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
１
部
】
①
柳
学
園
高
校
Ａ
②
洲
本
実
業

高
校
男
子
Ａ
③
ア
ワ
ジ
シ
ス
テ
ム
【
団
体
２

川
卓
「
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
が
２
年

ぶ
り
に
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
市
内
で
も
阪
神
フ
ァ

ン
が
多
く
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
」

M
典「
私
は
巨
人
フ
ァ
ン
だ
か
ら
、

今
シ
ー
ズ
ン
は
プ
ロ
野
球
と
無
縁

で
し
た
（
巨
人
５
位
）」

川
卓
「
実
は
僕
も
広
島
フ
ァ
ン
な

の
で
も
っ
と
無
縁
で
し
た
（
広
島

最
下
位
）」

M
典
「
寂
し
い
話
は
や
め
て
、
ド

ラ
フ
ト
会
議
で
片
山
博
視
君（
市
）

が
楽
天
か
ら
一
位
指
名
を
受
け
ま

し
た
ね
（
18
ペ
ー
ジ
関
連
記
事
）」

川
卓
「
市
内
か
ら
ス
タ
ー
選
手
が

誕
生
で
す
。
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
」

M
典
「
早
く
プ
ロ
の
マ
ウ
ン
ド
に

立
っ
て
い
る
姿
が
見
た
い
で
す
ね
」

川
卓
「
と
こ
ろ
で
、
日
本
シ
リ
ー

ズ
・
阪
神
と
ロ
ッ
テ
の
対
戦
は
ど

う
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
（
10
月
24

日
編
集
の
た
め
結
果
は
不
明
）」

M
典
「
ど
っ
ち
に
し
て
も
優
勝

セ
ー
ル
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
」

川
卓
「
そ
う
し
ま
し
ょ
う
」 ら

か
室
集
編

各
種
大
会
結
果　
（
敬
称
略
）

海づり公園メガフロート
フィッシング大会 2005

◆日時  11月５日（土）午前７時30分～正午
　　　　　　　　　　（受付：午前７時～）
◆場所　浮体式多目的公園 (海づり公園ﾒｶﾞ
ﾌﾛｰﾄ )（阿万吹上町田尻、☎55-0400）

◆参加費　男性 1,000 円、女性 500 円、
中学生 500 円、小学生以下無料。見学
者は大人210円、中学生100円

◆問い合わせ　水産振興課☎37-3013

都
市
計
画
道
路
網
の
見
直
し

　

都
市
計
画
道
路
網
の
未
整
備
区

間
の
中
に
は
、
近
年
の
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
必
要
性
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
道
路
も
存
在

し
ま
す
。
存
続
す
る
こ
と
で
、
土

地
利
用
の
制
限
を
不
要
に
か
け
続

け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
と
県
で
は
今
回
、
次
の
市
内

（
南
淡
都
市
計
画
区
域
）
の
都
市

計
画
道
路
網
に
つ
い
て
見
直
し
検

討
し
て
い
ま
す
。

◆
廃
止
に
向
け
て
の
検
討
路
線

・
福
良
賀
集
線
（
福
良
甲
）　
　

　
　

約
０
・
７
km
・
・
・
図
①

・
福
良
伊
加
利
線
（
福
良
甲
〜
乙
）

　
　

約
０
・
４
km
・
・
・
図
②

・
福
良
阿
万
線
（
福
良
甲
）　
　

　
　

約
０
・
５
km
・
・
・
図
③

◆
今
後
の
予
定

　

検
討
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
、

変
更
の
手
続
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
書
面
や
Ｅ
メ
ー
ル（to

sh
ikei 

k
a
k
u
@
city.m

in
a
m
ia
w
a
ji.

h
yo
go
.jp
)

で
も
ご
意
見
を
受
付

け
て
い
ま
す
（
11
月
30
日
（
水
）

ま
で
）。

◆
問
い
合
わ
せ　

市
都
市
計
画
課

☎
37
・
３
０
１
６
、
県
都
市
計
画

課
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
４
３
０
７

　年内中に浄化槽または汲み取り式の便所
の清掃を予定されている方は下記事業者ま
でにご予約ください。年末は搬出量が増加
しますので早めにお願いします。
◆大型浄化槽（20人槽以上）の清掃
　11月 15日まで
◆汲み取り式便所、小型浄化槽の清掃
　12月 10日まで

許可業者 電話 緑地区
在住

西淡地区
在住

三原地区
在住

南淡地区
在住

西淡清掃 39-0773 ○
サンスイ 42-2213 ○ ○
南淡衛生社 52-0692 ○ ○
洲本衛生公社 22-0098 ○ ○ ○
中谷清掃 22-2609 ○
さくら清掃 52-0451 ○ ○ ○ ○
淡路清掃社 45-0413 ○ ○
全淡水質管理ｾﾝﾀｰ 42-1415 ○

年末のし尿処理の予約はお早めに

地区名（一部供用開始区域を含む） 供用開始
年月日

早期接続減免期限

2年間免除 1年間免除

緑
広田（中田・大丸・川向・山添） H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30
広田（川向・山添・みどりが丘） H17.7.1 H18.6.30 H19.6.30

西
淡

阿那賀 H16.3.31 終了 H18.3.31
津井（本村・西本村・中央） H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30

三

原

榎列（大榎列・小榎列）
H16.3.31 終了 H18.3.31

市（市・福永・十一ヶ所・三條）
榎列（上幡多・下幡多）

H17.1.31 H18.1.30 H19.1.30
八木（国分・鳥井・野原・新庄・徳野）
神代（喜来・経所・小路・城家・南所・
南上・富田・北所・籠池）
市（三條）
榎列（大榎列・山所・上幡多・下
幡多・西川）

H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30八木（鳥井・新庄・徳野）

神代（経所・国上・城家）

市（十一ヶ所・善光寺・三條）

榎列（上幡多企業団地の一部）
H17.10.1 H18.9.30 H19.9.30

神代（小路・国上）

南

淡

阿万（佐野・塩屋・丸田） H16.4.1 終了 H18.3.31
北阿万（伊賀野・筒井・稲田南）

H17.3.31 H18.3.30 H19.3.30賀集（八幡西・八幡南・八幡中・八
幡北・立川瀬・鍛治屋・賀集・西田）
福良（向谷）
北阿万（伊賀野・筒井・稲田南） H17.7.1 H18.6.30 H19.6.30
賀集（八幡東・辻川原・西田・野田・
賀集） H17.10.1 H18.9.30 H19.9.30
福良（向谷・築地・東本町）

‐淡路島を美しく‐

淡路全島一斉清掃の日
みんなで参加しましょう！

11月 13日（日）午前８時～ 10時
　道路沿線、公会堂、公園、ゴミ集積
場などを美しくしましょう。家庭内の

ゴミは、絶対出さないでください。
◆問い合わせ　生活環境課☎ 43-5024

　下水道供用区域で早期に接続した家庭（事業所）に基本使用
料（月額1,260円）の免除が受けられます。
　◆問い合わせ　企業経営課☎50-3037
　　　　　　基本使用料減免制度対象地区

下水道の早期接続を

部
】
①
三
原
ピ
ン
ポ
ン
②
洲
本
実
業
高
校
女

子
③
同
好
会
【
個
人
】
①
顕
谷
・
大
河
内
組
（
仏

教
大
学
）②
大
霜
・
池
田
組（
大
国
池
）③
桐
原
・

澤
田
組
（
柳
学
園
高
校
）

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
（
10
月
９
日
・
西
淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
三
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
②
賀
集
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
③
西
淡
Ｆ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

◆
南
あ
わ
じ
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
親
善

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
10
月
14
日
・
三
原
健

康
広
場
）

①
塩
屋
Ａ
②
慶
野
③
高
Ａ

● 

● 

●
ご 

案 

内
● 

● 

●

　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
大
会
等
（
市
大
会
以

上
）
の
結
果
は
、
こ
の
欄
で
掲
載
し
ま
す
。
大

会
結
果
と
大
会
事
務
局
の
連
絡
先
を
秘
書
広
報

室
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
ま
は
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
F 

43
・
５
１
０
２
、
Ｅ

メ

ー

ル

：k
o
u
h
o
u
_
to
u
k
e
i@
to
w
n
.

m
in
a
m
ia
w
a
ji.h
y
o
g
o
.jp

競技名 ６年 ５年 ４年
60m走 男子 森　真人（福良） 平松昌基（広田） 野上一誠（八木）

女子 中元なつの（沼島）野村日菜（福良） 中島百合菜（北阿万）
100m走 男子 田中祥太郎（市） 榎本皓之（市） 原口紘彰（神代）

女子 福栄　葵（北阿万）藤江　愛（市） 近野紗希（広田）
走り幅
跳び

男子 中尾慎吾（辰美） 安田成輝（神代） 原田涼平（辰美）
女子 安田　愛（北阿万）渡邊あかり（榎列）銀山美樹（神代）

ボール
投げ

男子 楠　直也（松帆） 松原大輝（賀集） －
女子 木場佳菜（辰美） 　亜炬里（阿万）－

200m走 男子 堀　雅人（松帆） 長尾和樹（神代） －
女子 正井沙綾（神代） 阿部真巳（阿万） －

1500m走 男子 吉本竜磨（広田） 里見真大朗（湊） －
800m走 女子 木下恵理（北阿万）大住陽香（北阿万）－
走り高
跳び

男子 仁里暢孝（三原志知）勢戸啓一（湊） －
女子 尾崎夏海（北阿万）秦野朱莉（榎列） －

400m
リレー

男子 松帆Ａ 賀集Ａ 神代Ａ
女子 北阿万Ａ 阿万Ａ 北阿万Ａ

◆第１回南あわじ市小学校陸上競技大会結果（１位のみ）
　（10月５日・三原健康広場）

市地区排水路工事
通行止めのお知らせ

　市地区排水路工事に伴い、市道市神代線（旧電車道）
のすずき内科クリニック周辺で下記の時間帯に通行止
めとなります。迂回のご協力をお願いします。
　なお、工事中でもオニオン薬局、すずき内科クリニッ
ク、ツツミゴルフには進入できます。

◆時間帯　木・土曜日：午後１時～９時
　　　　　日曜祝祭日：午前８時～午後９時
◆期間　１月末ごろまで
◆迂回路　誘導・案内は交通整理員、看板等で行います。
◆問い合わせ　農地整備課☎43-5026

工事区間 ダ
ニ
に
ご
注
意

　

島
内
で
ダ
ニ
刺
さ
れ
に
よ
る

「
日
本
紅
斑
熱
」や「
つ
つ
が
虫
病
」

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

▽
症
状　

頭
痛
や
全
身
倦
怠
感
、

急
な
発
熱
、
手
足
・
顔
面
に
紅

斑
が
現
れ
る

※
治
療
が
遅
れ
て
重
症
に
な
っ

た
例
も
あ
り
ま

す
。
す
ぐ
に
病

院
で
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

（
洲
本
健
康
福

祉
事
務
所
☎
26 

・
２
０
６
２
）

「いい歯の日」
口から始まる健康づくり

★日時　11月 5日 ( 土 )
　午後 1時～ 4時 30分
★場所　南淡公民館　３階講堂
★内容　口腔検診、口腔疾患相談
　　　　だ液検査、フッ素塗布等
★問い合わせ　健康課☎44-3004

◆見直しが検討される都市計画道路（福良）

▲ダニ刺されによる発しん

2005.11.1発行

　

10
月
１
日
実
施
の
「
国
勢
調

査
」
へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
務
省
・
兵
庫
県
・
南
あ
わ
じ
市

17 16

お知らせ



広報 

1819

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
）

　

長
年
、
社
会
の
安
全
の
た
め

に
尽
く
し
て
き
た
警
察
官
ら
に

贈
ら
れ
る
「
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
・
瑞
宝
単
光
章
」
が
元
兵

庫
県
警
警
部
の
神
代
忠
治
さ
ん

（
志
知
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
乳

牛
の
全
国
大
会
「
全
日
本
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
」
に
南
あ
わ
じ
市

か
ら
兵
庫
県
代
表
（
全
十
頭
）
と

し
て
七
頭
が
出
場
し
ま
す
。
出
品

者
は
次
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）。

お
め
で
と
う

伊
加
利
地
区
で
田
舎
の
運
動
会

外
国
人
留
学
生
と
の
交
流

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
月
一

日
、
伊
加
利
地
区
で
外
国
人
留
学

生
を
交
え
て
の
運
動
会
「
第
十
四

回
田
舎
の
運
動
会
」
が
伊
加
利
地

区
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国

際
交
流
と
地
区
住
民
交
流
を
兼
ね

た
運
動
会
は
、
恒
例
行
事
と
し
て

伊
加
利
小
学
校
教
員
と
住
民
ら
で

準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
四
月
に
伊
加
利
小
学
校
が
辰

美
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
地
元
住
民
ら
が
こ
れ
を
引
き

継
ぎ
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

運
動
会
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
や
メ

キ
シ
コ
、
中
国
な
ど
か
ら
二
十
六

人
の
留
学
生
と
、
地
区
住
民
約

二
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
や
借
り
物
競

争
、
留
学
生
ら
が
考
え
た
ユ
ニ
ー

ク
な
競
技
な
ど
も
行
わ
れ
、
住
民

と
留
学
生
が
入
り
混
じ
り
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

韓
国
か
ら
の
留
学
生
キ
ム
・
ユ

ン
ス
ク
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
大
変

　

十
月
三
日
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
東
北
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

か
ら
一
巡
指
名
を
受
け
た
、
南
あ

わ
じ
市
市
出
身
の
片
山
博
視
さ
ん

（
報
徳
学
園
高
校
三
年
）
が
、
十

月
九
日
、
両
親
と
と
も
に
中
田
市

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

片
山
選
手
は
「
指
名
を
受
け
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
選
手

と
し
て
の
体
づ
く
り
を
し
て
、
目

標
と
さ
れ
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
豊
富

　安全で安心な南あわじ市の実現に向けて、暴力団の根絶および

犯罪や非行の防止を誓い合う、市民大会が 10月 15 日、三原公

民館大ホールで行われました。その席上、防犯に功労のあった方々

に表彰状が贈られました。受賞者紹介（敬称略）。全国防犯協会連合会防犯

栄誉銅章＝芝
しばとしひろ

壽浩（福良）、県防犯協会連合会長表彰＝川崎廣
ひろし

（倭文）・原君
きみえ

江（福

良）、市防犯協会功労者表彰＝小林昇
のぼる

（松帆）・市川一
かずま

馬（神代）・楓
かえで

るみ子（福

良）、市民の警察官「ゆずるは賞」＝福田美
み ち お

千男（交通課）・草
くさのたつろう

野達郎（福井駐在所）

鳴門御
みさき

崎神社例祭女みこしが福良のまちを練り歩く
　33歳の厄除け祈願にと女性がみこしを担ぐ「鳴門御崎神社例祭」

が 10月９日、福良で行われました。紅白のねじり鉢巻を締め、そろ

いのはっぴを着た同地区出身の女性 25人がみこしを担ぎ、「チョー

サジャ」と元気良く声を掛け合いながら練り歩きました。また、ちど

り保育所園児らもミニだんじりとだんじり唄で、祭りに華を添えまし

た。担ぎ手の大
おおり

利浩子さんは「みこしは重たいが、元気を出して頑張

ります」と元気いっぱいに話してくれました。

神じ
ん
だ
い代

忠た

だ

じ治
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

▲伊加利地区住民と競技を楽しむ外国人留学生たち

▲元気いっぱいに女みこしが練り歩きました（福良）
▲中田市長（左）から全国表彰の伝達を受ける芝さん
　（中央）。後に県表彰の川崎さんと原さん

暴力追放・安全安心
まちづくり市民大会防犯功労者を表彰

　

十
月
二
十
二
日
〜
二
十
七
日
に

岡
山
県
で
行
わ
れ
た
国
体
秋
季

大
会
出
場
者
は
次
の
方
々
で
す

（
敬
称
略
）。
▼
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
・
成
人
男
子
53 

kg
級
＝

納の
う
と
み
と
し
ゆ
き

富
俊
行
（
広
田
）
▼
同
・
少
年

男
子
85 

kg
級
＝
仲な
か
お
か
ず
や

尾
和
也
（
阿

那
賀
）
▼
相
撲
・
青
年
男
子
Ｂ
＝

江え
も
と
み
ち
た
か

本
典
隆
（
北
阿
万
）
▼
柔
道
・

成
年
男
子
＝
浦う
ら
せ
や
す
し

瀬
泰
司
（
福
良
）

▼
同
・
少
年
男
子
＝
正ま
さ
き
け
ん
と

木
健
人（
北

阿
万
）
▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
少
年

女
子
＝
古ふ
る
い
け
も
も
よ

池
百
々
代
（
潮
美
台
）

　

立た
ち
き
ひ
か
る

木
光
さ
ん
（
市
）
は
、
全
国

高
等
学
校
定
時
制
陸
上
競
技
大

会
・
走
高
跳
・
三
段
跳
に
出
場
。

高た

か

た

ゆ

き

田
夕
来
さ
ん
（
榎
列
）
は
、
全

国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

秋
季
岡
山
国
体
に
出
場

▲神代さん

▲自主防災について話し合う住民ら（湊）

▲中田市長（左から２人目）にサインボールを手渡す
　片山選手。左右は父・勝博さんと母・万喜子さん

2005.11.1発行

▲左から納富さん、江本さん、中田市長、
　仲尾さん、古池さん（10月12日壮行会）

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

　

共
進
会
へ
出
場

▲浦瀬さん

▲正木さん

沼
島
小
中
学
校
で
漁
業
体
験

沼
島
の
産
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

　

沼
島
小
学
校
と
沼
島
中
学
校
が

合
同
で
、
船
釣
り
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
地

域
の
方
々
と
の
親
睦
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
九
月
二
十
七
日
、「
漁

業
体
験
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
小
学
生
四
十
六
人
が

六
隻
に
分
か
れ
船
釣
り
を
、
中
学

生
十
五
人
が
三
隻
に
分
か
れ
て
底

曳
き
漁
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

沼
島
の
約
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
世
帯
が
漁
業
で
す
が
、
本
格
的

な
船
釣
り
や
底
曳
き
漁
な
ど
を
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
子
も
多
く
、

漁
業
組
合
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
に
教

わ
り
な
が
ら
、
約
二
時
間
で
ベ
ラ

や
ア
オ
リ
イ
カ
な
ど
を
釣
り
上
げ

ま
し
た
。

　

神
邊
孝
子
さ
ん（
沼
島
中
三
年
）

は
「
お
父
さ
ん
が
一
人
で
底
曳
き

漁
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
仕
事
の

大
変
さ
が
改
め
て
わ
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

森
和
重
沼
島
中
学
校
長
は
「
沼

島
の
基
幹
産
業
を
少
し
は
理
解
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を

守
り
、
活
か
す
人
材
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た
ち
に
話
し

ま
し
た
。

界
が
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
自
主
防
災
組
織
の

必
要
性
に
つ
い
て
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

住
民
か
ら
は
「
実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
は
、
人
を
助
け
る

こ
と
は
む
ず
か
し
い
」「
隣
近
所

の
助
け
合
い
が
基
本
、
自
分
た
ち

の
で
き
る
こ
と
か
ら
徐
々
に
進
め

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
、
自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上

げ
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
説
明
会
は
阿
那
賀
地
区
、
福

　

湊
地
区
（
松
本
省し

ょ
う
じ自

区
長
）
で

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
十
月
四
日
、
湊
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
住
民
ら
約

二
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
・

防
災
課
が
自
主
防
災
組
織
の
先
進

地
・
高
知
県
浦
戸
地
区
で
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
、「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
救
出
さ
れ
た
方
の

八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
隣
近
所
の

助
け
合
い
、
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
は

消
防
や
自
治
体
な
ど
の
助
け
で
し

た
。
自
治
体
な
ど
の
支
援
に
は
限

▲魚を釣り上げ笑顔がこぼれる沼島小学校の児童ら

良
東
一
丁
目
に
つ
づ
き
三
か
所

目
。
市
で
は
今
後
も
地
区（
集
落
）

単
位
で
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

を
述
べ
ま
し
た
。中
田
市
長
は「
南

あ
わ
じ
市
の
キ
ラ
リ
と
光
る
ス
タ

ー
が
誕
生
し
た
。
プ
ロ
と
い
う
競

争
の
厳
し
い
世
界
で
す
が
、
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

片
山
選
手
は
小
学
校
三
年
生
か

ら
三
原
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
で
野
球
を
始

め
、
三
原
中
学
校
で
は
長
身
の
サ

ウ
ス
ポ
ー
投
手
、
四
番
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
、
全
国
大
会
ベ
ス

ト
８
入
賞
の
原
動
力
と
な
り
ま
し

た
。
高
校
で
は
、
昨
年
に
全
国
大

会
春
夏
連
続
出
場
を
果
た
す
な
ど

大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

や
さ
し
く
し
て
く
れ
て
い
る
。
楽

し
く
過
ご
せ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

片
山
博ひ

ろ
し視
さ
ん
が
表
敬
訪
問

ド
ラ
フ
ト
１
巡
指
名
で
プ
ロ
野
球
界
へ

湊
地
区
で
自
主
防
災
組
織
の
説
明
会

災
害
時
の
助
け
合
い
を
地
域
で
考
え
る

▲立木さん

▲高田さん

後列左から淡路農業技術ｾﾝﾀｰ、堀部悌
ていじ

二
（八木）、山田光

みつお

雄（志知）、出口順
じゅんや

也
（志知）、前列左から安田正

まさかず

一（神代）、
賀集一

かずひろ

裕（賀集）、木田有
たもつ

（北阿万）

全
国
大
会
に
出
場
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瓦
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情報瓦ばん

南
あ
わ
じ
市
臨
時
看
護
師

▽
期
間　

12
月
１
日
〜
平
成
18
年

６
月
30
日
（
予
定
）

▽
応
募
資
格　

看
護
師
・
普
通
自

動
車
運
転
免
許
の
あ
る
方

▽
募
集
人
数　

１
名

▽
業
務
内
容　

保
健
師
業
務
補
助

▽
賃
金　

月
額
20
万
８
千
円
前
後

（
日
額
１
万
４
百
円
×
日
数
）

と
交
通
費
別
途
支
給

▽
勤
務
地　

緑
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽
受
付
期
間　

11
月
１
日
（
火
）

〜
11
日
（
金
）

▽
申
込
み　

履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
緑
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
提
出

▽
問
い
合
わ
せ　

緑
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
44
・
３
０
０
９

淡
路
人
形
座
職
員

▽
採
用
予
定　

１
名

▽
職
種　

技
芸
員
（
人
形
遣
い
）

▽
受
験
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は

出
身
。
平
成
18
年
３
月
に
高
等

学
校
を
卒
業
見
込
み
の
方
ま

た
は
卒
業
し
た
人
で
昭
和
59

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

人
。
特
に
経
験
は
問
い
ま
せ
ん

▽
試
験　

１
次
：
作
文
と
技
術
試

験
（
12
月
11
日
）。
２
次
：
面

接
（
12
月
中
旬
）

▽
申
込
み
期
限　

11
月
18
日（
金
）

▽
問
い
合
わ
せ　
（
財
）
淡
路
人
形

協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化

振
興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

市
営
住
宅
入
居
者

◆
対
象　

政
令
月
収
20
万
円
以
下

◆
受
付
期
間　

11
月
７
日
（
月
）

〜
11
日
（
金
）
※
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
公

開
抽
選
日
は
11
月
22
日
（
火
）

◆
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

◆
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
☎

37
・
３
０
１
６

○
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
八
幡
南

３
２
６
番
地
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

よ
し
の
棟

４
―
1
号
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

平
成
9
年
度

▽
家
賃
月
額　

２
万
４
千
２
百
円

〜
４
万
１
百
円

▽
駐
車
料
金　

１
台
に
つ
き
月
額

２
千
５
百
円

○
津
井
団
地
（
津
井
２
７
１
番
地
６
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸
Ｂ
棟
１
号　

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

昭
和
59
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
万
３
千
円
〜

２
万
１
千
５
百
円

○
丸
山
漁
民
住
宅
（
阿
那
賀

１
５
０
６
番
地
１
地
先
）

▽
募
集
戸
数　

１
戸　

２
０
３
号

３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
）

▽
建
設
年
度　

昭
和
56
年
度

▽
家
賃
月
額　

１
万
４
千
円
〜

２
万
３
千
１
百
円

▽
そ
の
他　

漁
業
法
第
2
条
第
2

項
で
定
め
る
漁
業
者
で
あ
る
こ
と

自
衛
隊
生
徒
・
２
等
陸
海
空
士

▽
種
目　

①
自
衛
隊
生
徒
、
②
２

等
陸
海
空
士

▽
身
分　

特
別
職
国
家
公
務
員

▽
募
集
資
格　

①
中
卒
（
卒
見
込

み
含
む
）
17
歳
未
満
の
男
、
②

18
〜
27
歳
未
満
の
男

▽
受
付
期
間　

①
11
月
１
日
〜
18

年
１
月
10
日
、
②
年
間

▽
試
験
日　

①
18
年
１
月
14
日
、

②
受
付
時
に
連
絡

▽
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
淡
路
募

集
事
務
所
☎
24
・
２
４
４
９
、

市
役
所
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

淡
路
三
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
公
開
講
演
会

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
45
分
〜
１
時
間
。
開
場
午

後
２
時
30
分

▽
場
所　

西
淡
公
民
館 

（
入
場
無
料
）

▽
講
師　

森
田
美
由
紀
氏
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
チ
ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▽
演
題　

伝
わ
る
言
葉

▽
問
い
合
わ
せ　

淡
路
三
原
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
42
・

３
２
９
９

２
０
０
５
年
淡
路
青
年
の
家

う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

５
時
〜
９
時
（
前
夜
祭
）、
６
日

（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

国
立
淡
路
青
年
の
家

（
入
場
無
料
）

▽
内
容　

前
夜
祭
＝
地
元
文
化
団

体
に
よ
る
芸
能
発
表
な
ど
。
６

日
＝
も
ち
つ
き
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

和
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど

の
舞
台
発
表
、
大
浴
場
で
潮
崎

温
泉
の
無
料
開
放
（
タ
オ
ル
は

持
参
）。
小
中
高
校
生
ら
の
文

化
作
品
展
示

▽
問
い
合
わ
せ　

国
立
淡
路
青
年

の
家
☎
55
・
２
６
９
５

介
護
教
室 

▽
内
容　

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

三
原
公
民
館

▽
講
師　

畑
田
卓
也
医
師
（
海
の

里
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・

３
８
０
３

家
庭
用
品
修
理
会

　

あ
な
た
の
家
の
中
で
、
壊
れ
た

日
用
品
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
？　

修
理
会
に
出
し
て
再

利
用
し
ま
し
ょ
う
。（
有
料
）

▽
日
時
・
場
所　

11
月
12
日
（
土
）

西
淡
公
民
館
、11
月
13
日
（
日
）

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
、
11
月
16
日

（
水
）
南
淡
公
民
館
。
各
会
場

と
も
午
前
９
時
〜
11
時　

※

く
つ
の
修
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

南
淡
公
民
館
で
は
電
気
製
品

修
理
会
も
行
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

南
あ
わ
じ
市
消

費
者
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
37
・
３
０
１
２

地
元
出
身
・
加か

じ
あ
き
ら

地
亮
選
手

大
ス
ク
リ
ー
ン
応
援

▽
試
合　

親
善
試
合
、ア
フ
リ
カ
・

　

ア
ン
ゴ
ラ
戦

▽
日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
後

19
時
20
分
キ
ッ
ク
オ
フ
、
18
時

20
分
開
場

▽
場
所　

西
淡
公
民
館

　

※
入
場
無
料
。
327
名
先
着
予
約

▽
申
込
み　

南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３ 

６
２
２
・
８
９
４
３
、
F 

36
・ 

５
５
７
９
、
ハ
ガ
キ
＝
湊

１
３
２
５
―
６

幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー
の

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な

野
菜
な
ど
を
安
値
で
販
売
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

目
的
に
開
催

▽
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
・
安
田

安
義
☎
42
・
２
０
４
７

う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
正
午
（
毎
月
第
４
日
曜
）

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
）

▽
問
い
合
わ
せ　

福
良
漁
業
協
同

組
合
☎
52 

・
０
０
６
４

鳴
門
岬
周
辺
の
清
掃
美
化

▽
日
時　

11
月
16
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間

　

※
一
般
参
加
歓
迎
。
雨
天
中
止

▽
場
所　

鳴
門
岬
周
辺
（
道
の
駅

う
ず
し
お
〜
笹
山
駐
車
場
）

▽
集
合
場
所　

笹
山
駐
車
場

▽
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
☎

37
・
３
０
１
２

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

施
設
一
般
公
開

▽
日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

同
セ
ン
タ
ー
（
淡
路
市

野
島
江
崎
９
１
４
―
２
）

▽
内
容　

海
と
船
の
Ｑ
＆
Ａ
、
海

抜
２
８
０
ｍ
か
ら
の
展
望

▽
問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
９
９
・
82
・
３
０
５
０

中
退
共
で
退
職
金
を

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す

か
？
中
退
共
は
中
小
企
業
で
働
く

従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

中
退
共
は
国
の
制
度
な
の
で
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、

有
利
な
特
色
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ　

中
退
共
大
阪
相

　

談
コ
ー
ナ
ー
☎
０
６
・
６
５
６
・ 

１
８
５
１

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
働
災

害
無
料
相
談
会

　

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
起
因

す
る
労
働
災
害
に
つ
い
て
、労
働
・

社
会
保
険
諸
法
令
の
専
門
家
で
あ

る
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
11
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

▽
場
所　

三
原
市
民
セ
ン
タ
ー
小

会
議
室

▽
相
談
内
容　

業
務
上
ア
ス
ベ
ス

ト
ば
く
露
に
よ
る
労
働
災
害
、

じ
ん
肺
管
理
区
分
認
定
申
請

の
具
体
的
方
法
、
合
併
症
の
労

災
給
付
手
続
の
具
体
的
方
法
、

中
皮
腫
等
に
つ
い
て
の
療
養

給
付
、
障
害
・
死
亡
の
給
付
等

▽
申
込
み　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
商
工
観
光
課

（
☎
37
・
３
０
１
２
）
へ
提
出

淡
路
地
域
Ｄド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

Ｖ
（
夫
や
恋
人
等
か

ら
の
暴
力
）
被
害
総
合
専
門
相
談

◆
日
時　

11
月
22
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

◆
電
話
相
談　

☎
26
・
２
０
５
６

　

女
性
相
談
員
、
保
健
師
、
心
理

判
定
員
、
児
童
福
祉
司
、
医
師
、

母
子
自
立
支
援
員
等
が
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
来
所
相
談（
弁
護
士
相
談
の
み
）

▽
相
談
料　

無
料

▽
申
込
み　

11
月
10
日
ま
で

▽
受
付
電
話　

☎
26
・
２
０
６
０

（
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所
）
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法律相談（先着８名）
◆内容　市民対象の市顧問弁護士による
◆日時　８日（火）13:30 ～ 16:30
　　　　17日（木）13:30 ～ 16:30
◆場所　三原市民センター１階小会議室
◆申込み　市民課☎ 43-5023

行政相談
◆内容　市民対象の行政相談委員による
◆日時　16 日（水）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原市民センター小会議室
◆問い合わせ　市民課☎ 43-5023

就職の悩み相談（キャリアカウンセリング）
◆日時　２、16日（水）13:00 ～ 17:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　淡路しごと情報広場☎22-3601

高齢者の総合相談（法律相談）
◆日時　11、25日（金）13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）☎0120-36-7830

交通事故相談
（淡路市役所本庁舎）
◆日時　10日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0799-64-0001
（県洲本総合庁舎）
◆日時　17日（木）10:30 ～ 16:00
◆申込み　☎ 0120-36-7830

パソコンで対話する法律相談
◆日時　平日毎週木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込み　☎ 0120-36-7830

司法書士会による相談
（法律・登記相談）
◆日時　15日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務者相談）
◆日時　28日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（申込み）

野
のぐちやすし

口泰嗣司法書士事務所☎ 26-3123

あわじ障害者生活支援センター移動相談
場 所 日　時

三原公民館 ５日(土)13:00～16:00
南淡公民館 10日(木)13:00～16:00
西淡公民館 17日(木)13:00～16:00
緑公民館 24日(木)13:00～16:00

◆内容　各種サービス・制度の案内等
◆あわじ障害者生活支援センター
 　☎ 22-5444　F22-5446

聴覚障害者のための移動相談
◆日時　30日（水）9:00 ～ 12:00
◆場所　西淡公民館視聴覚室
◆問い合わせ　淡路聴覚障害者センター
　☎ 24-3850　F26-1175

11月の無料相談

相　

談

ご
案
内

募　

集
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
伊加利山村広場☎39-1126
温水プール☎42-4994
三原健康広場☎42-5630
B&G南淡海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター
　☎55-0652
賀集スポーツセンター
　☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-3535
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
阿万地区公民館☎55-0046
北阿万地区公民館☎55-0055
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

今月の
おすすめ図書

●“I
そ れ

ｔ”と呼ばれた子　ジュニア版
デイヴ・ペルサー著（ソニーマガジンズ）

ぼくの１日は、キッチン
にたまったお皿を洗うこ
とから始まる。何も食べ
ていないから、お腹がす
いてふらふらする…。虐
待を生きぬいた少年の物
語。ジュニア版。

●あなたの涙そうそう
　TBS「あなたの涙そうそう」プ
　ロジェクト編（幻冬舎）
緑公民館図書室☎44-3008

●もったいないじいさん
今井美沙子著（作品社）

日本人が忘れ去ろうとして
いる「もったいない」の心と
生活･･･。大阪の下町で徹
底した「質素倹約」を貫き、
そのガンコぶりが巻き起こ
した笑いと涙、古き良き日
本人の心のあり方を描く。

●やぎのブッキラボー３きょうだい
　ポール・ガルドン作（小峰書店）

三原図書館☎43-5037

●しずくのぼうけん
マリア・テルリコフスカ作（福音館書店）

バケツから飛び出した水
のひとしずくは、長い冒険
の旅に出た。氷になったり、
蒸発したり…さぁ、しずく
はどうなるの？　冒険に
のせて水の性質を解説す
る楽しい科学絵本。

●カクテルの事典
　澤井慶明監修（成美堂出版）

西淡公民館図書室☎37-3028

●こどもたちへ　夜回り先生からのメッセージ
水谷修著（サンクチュアリ・パブリッシング）

子どもは必ず幸せに生きな
ければいけない－。14年
間夜の街を歩きつづけ、「夜
回り先生」と呼ばれるよう
になった著者が、ふだん子
どもたちに語りかけている
こと、これからよく覚えて
おいてほしいことを綴る。
●はたけにいったよ
　よこみちけいこ脚本・絵（童心社）

南淡図書館☎53-0234

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9時30分～19時
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も5時まで）
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日
                  月末整理日（平日）
※三原図書館は、特別整理（蔵書点検）のた
　め、12月１日（木）～８（木）まで休館

～本の世界へはじめの一歩～
◆日時　11月27日（日）９：30～16:00
◆場所　南淡図書館（福良）
◆内容　
　９:30～　オープニング（ピアノ演奏）
　10:00～ 10:30　福良探検コース
　10:30～ 11:30　人形劇、大型紙芝居
　13:30～ 15:00　アートの世界を楽しもう
　14:00～ 15:00　おはなし会
　15:00～16:00　上映会（アニメの世界）
　その他、市内の児童・生徒作品展示、
古雑誌お持ち帰りコーナー、手作りおや
つのふるまい、子育て学習コーナーや乳
幼児託児ルームなどもあります。お気軽
にお越しください。
◆参加費　無料

・期間　11月９日（水）～22日（火）
・場所　南淡図書館展示室
・展示内容　児童館クラブの作品
　　　　　　（書道、図画、工作）

●問い合わせ　南淡図書館☎53-0234

第３回読書っ子まつり

ま
な
び
の
扉

開
始
。
会
費
２
千
円
。

◆
ア
ロ
マ
香
り
創
り
教
室
パ
ー
ト
２

▽
内
容　

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
。
各
月
３
回
。
年

末
年
始
を
除
く
12
月
お
よ
び

１
月
開
始
。
各
会
費
１
千
円
。

別
途
、
教
材
費
約
１
千
円

▽
申
込
み　

西
淡
公
民
館
☎
37
・

３
０
２
８

第
18
回
天
体
観
測
会

火
星
大
接
近
を
見
よ
う

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
参
加
費　

大
人
１
０
０
円
、
子

ど
も
無
料

▽
そ
の
他　

子
ど
も
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
。
悪
天
候
時
は
室
内

で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
問
い
合
わ
せ　

神
代
小
学
校
天

体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

代
表
・
木
田
徹
☎
０
９
０
・ 

３
６
１
６
・
３
８
２
４

サ
ン
プ
ー
ル
の
休
館

　

11
月
６
日
（
日
）、
サ
ン
プ
ー

ル
で
は
、
第
12
回
淡
路
室
内
水
泳

記
録
会
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

サ
ン
プ
ー
ル
☎

42
・
４
９
９
４

小
中
学
校
で
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

地
域
の
方
に
学
校
の
授
業
や
活

動
、
施
設
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

お
う
と
市
内
の
小
中
学
校
で
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
や
内
容
に
つ
い
て
は
各
小
中

学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
中
学
校
児
童
作
品
と
太
陽
の

家
、
翁
寿
園
入
所
者
作
品
展
。

11
月
20
日
（
日
）
ま
で
。
11
月

30
日
（
水
）
か
ら
「
淡
路
人
形

写
真
展
」

▽
問
い
合
わ
せ 

淡
路
人
形
浄
瑠

璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７

ふ
る
さ
と
探
訪
・
史
跡
め
ぐ
り

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

▽
集
合
場
所　

三
原
健
康
広
場
駐

車
場

▽
内
容　

三
原
地
区
の
史
跡
め
ぐ

り
。
講
師
は
素す
が
わ
ひ
さ
お

川
恒
男
氏

▽
参
加
費　

３
０
０
円

▽
申
込
み　

働
く
婦
人
の
家
☎

43
・
２
３
２
６

西
淡
公
民
館
講
座
生
募
集

◆
西
淡
公
民
館
南
あ
わ
じ
少
年
少

女
合
唱
団
・
後
期
団
員

▽
内
容　

第
１
・
３
土
曜
日
午
前

10
時
〜
正
午
。
全
11
回
。
12
月

　シリーズ

　 日
にっこう

光 寺（ 松

帆 ） の 銅 鐸

は、 貞
じょうきょう

享 ３ 年

（1686 年）に、

慶野村（現在の

松帆慶野）の

「中
なか

の御
みど う

堂」（県

指定・史跡）か

ら出土した８個

の銅鐸のうちの１個だといわれています。

　日光寺には宝
ほうたくおんとどけうつし

鐸御届写という古文書が残って

おり、この中で銅鐸８個が発見されたことが記

されており、庄屋と２人の五人組の連名で、阿

波藩役所に報告されたようです。 

◆問い合わせ　生涯学習文化振興課☎ 37-3020

「
女
性
の
集
い
」
ご
案
内

▽
日
時　

11
月
11
日
（
金
）
午
後

７
時
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

講
演
「
40
歳
半
ば
か
ら

の
第
二
の
人
生
、
青
春
は
畑
違

い
の
芸
能
界
」
講
師
：
辻つ
じ

イ
ト

子
氏
（
漫
才
師
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会

▽
日
時　

12
月
11
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
５
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
体
育
館

▽
内
容　

フ
ッ
ト
サ
ル
実
技
や
講

習
会
を
通
じ
て
、
キ
ネ
シ
オ
テ

ー
ピ
ン
グ
の
効
果
と
方
法
を

学
習
。
怪
我
や
障
害
を
未
然
に

防
ぐ
対
処
法
の
知
識
と
技
術

を
習
得
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
在
住
在
勤
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
、
先
着
50
人

▽
問
い
合
わ
せ　

南
あ
わ
じ
市
体

育
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
文
化

振
興
課
内
）
☎
37
・
３
０
２
０

こ
ど
も
伝
統
芸
能
交
流
会

▽
日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
内
容　

中
町
北
小
学
校
・
播
州

歌
舞
伎
と
南
淡
中
学
校
・
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
の
共
演
（
入
場
無
料
）

▽
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
文
化

振
興
課
☎
37
・
３
０
２
０

玉
青
館
の
特
別
展

◆
阪
神
・
姫
路
美
術
館
等
合
同
展
覧

会
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
に
行
き
た
い
！

南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
「
人
の
か

た
ち
・
人
の
い
と
な
み
」
展

▽
期
間　

11
月
３
日
（
木
）
〜

12
月
11
日
（
日
）。
美
術
鑑
賞

講
座
＝
11
月
20
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
（
講
師
＝
小
林
公
氏
・

兵
庫
県
立
美
術
館
学
芸
員
）

▽
内
容　

県
内
美
術
館
・
博
物
館

８
館
に
よ
る
連
携
事
業
。
人
間

の
姿
や
生
活
を
主
題
と
す
る

絵
画
、
彫
刻
、
版
画
を
あ
わ
せ

て
45
点
の
展
示
。
小
磯
良
平
、

鹿
子
木
孟
郎
、
ミ
ロ
、
和
田
三

造
、
元
永
定
正
、
浜
田
知
明
、

直
原
玉
青
な
ど
28
人
の
作
家

の
作
品
に
よ
っ
て
構
成
。

※
展
示
室
入
替
の
た
め
11
月

１
、２
日
は
休
館
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　

玉
青
館
☎
36
・

２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
大
展
示
室　

テ
ー
マ
展
示

義よ
し
つ
ね
せ
ん
ぼ
ん
ざ
く
ら
だ
い
も
つ
う
ら

経
千
本
桜
大
物
浦
の
段
、

傾け
い
せ
い
あ
わ
の
な
る
と
じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

城
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段

▽
特
別
展
示
屋　
「
淡
路
人
形
版

画
カ
レ
ン
ダ
ー
展
」（
こ
と
ぶ

き
版
画
同
好
会
に
よ
る
淡
路

人
形
を
題
材
に
し
た
版
画
作

品
展
。
１
月
13
日
（
金
）
ま
で

▽
第
２
展
示
室　

三
原
文
化
展
・

袈け

さ裟
襷

だ
す
き

文も
ん

銅ど
う
た
く鐸

（
国
指
定
）

4
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▲鹿子木孟郎「白薔薇」1937年
　油彩・布　神戸市所蔵

初回トレーニング講習会
受 講 者 募 集

　
　トレーニングルームを利用する場合、
　初回のみこの講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６名（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは11月４日（金）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください月　日 曜日 第1講習時間 第2講習時間

11月 11日 金 13:30 ～ 18:30 ～

11月 19日 土 10:30 ～ 14:00 ～

11月 26日 土 10:30 ～ 14:00 ～

 

                  １      2　          3      4       5 

  6      7      8      9    1 0    1 1   1 2

1 3  1 4  1 5  1 6  1 7  1 8  1 9

2 0  2 1  2 2  2 3  2 4  2 5  2 6

2 7   2 8   2 9    3 0      

●11月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

※○はおやすみです月末日

児童館クラブ作品展
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心のかけはし
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結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
小林　貞仁（洲本市）

裏川　和正（八　木）

島﨑　泰史（福　良）

米谷　仁戯（潮美台）

津波　昭彦（賀　集）

西垣　良一（五色町）

菊井　洋輝（八　木）

久留米伸行（福　良）

里深　　学（榎　列）

江本　幸義（北阿万）

石田　陽一（広　田）

不動　佳典（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ）

古川　雅啓（榎　列）

上田　和也（倭　文）

納　　誠治（福　良）

川口　智弘（賀　集）

原田　理敬（松　帆）

池田　直司（志　知）

内田　靖彦（五色町）

中尾　志織（八　木）

福田さち子（洲本市）

阿部　　雅（阿　万）

居内　利恵（倭　文）

山﨑　聖子（賀　集）

森崎　　瞳（志　知）

島田　和佳（北阿万）

山口　由佳（　市　）

大濵　　歩（　湊　）

河野　摩耶（淡路市）

藤本悠美子（広　田）

林田　紀子（大阪府）

上田　敦子（　市　）

木下　真子（広　田）

榎本　美貴（阿　万）

前田　美香（洲本市）

蓮池　皆子（淡路市）

久保田陽子（徳島県）

田中　寛子（賀　集）

９ 月 20 日

９ 月 25 日

９ 月 28 日

10 月 １ 日

10 月 １ 日

10 月 １ 日

10 月 １ 日

10 月 １ 日

10 月 １ 日

10 月 ５ 日

10 月 ６ 日

10 月 ７ 日

10月 12日

10月 15日

10月 15日

10月 17日

10月 17日

10月 17日

10月 18日

平成17年10月19日までの受付分（敬称略）
※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。

赤ちゃん
性
別

保護者 地区 出生日

土井　快
かいせい

晟

船瀬　寿
ことは

葉

藤本　弥
みゆう

夕

武市　直
なおと

人

瀨田　涼
りょうすけ

祐

森田　菜
なつき

月

船越　美
みさき

咲

出田　真
ま ほ

帆

島袋　大
ひろみ

海

倉本　苺
まいか

香

池㞍　蒼
そ ら

空

山本　心
しんぺい

平

久保　大
たいき

樹

武岡　里
りおん

音

楠目　栞
かんな

奈

竹谷　海
みおん

音

谷池芽
め い び

惟美

赤松愛
あ り さ

莉紗

木本　瑛
あきと

斗

東原　　昊
そら

東原　　晃
ひかる

恒石　彩
あやな

奈

原渕　　藍
らん

池尻　大
だいと

都

齋藤　美
みさき

咲

川口　翔
しょうせい

聖

原口　礼
らいむ

夢

藪田　真
まさき

輝

濱口　友
ともき

希

白濱　羽
は な

菜

眞浦　　翼
つばさ

加藤　秀
ひでと

人

男

女

女

男

男

女

女

女

男

女

男

男

男

女

女

女

女

女

男

男

男

女

女

男

女

男

男

男

男

女

男

男

啓 司

一 寿

克 人

忍

大 輔

拓 馬

龍 次

祐 三

真由美

佳 典

功

文 彦

守 正

康 智

治 彦

淳

直 哉

正 道

旭

敦

敦

喜 美

典 久

明 人

靖 仁

行 人

信 行

和 也

健 一

節 郎

知 也

信 敏

神 代

湊

広 田

広 田

灘

阿 万

倭 文

榎 列

市

広 田

湊

灘

八 木

榎 列

倭 文

阿那賀

津 井

八 木

福 良

松 帆

松 帆

大阪府

市

松 帆

松 帆

榎 列

神 代

香川県

倭 文

潮美台

志 知

福 良

９ 月 ７ 日

９月 13 日

９月 14 日

９月 14 日

９月 15 日

９月 20 日

９月 20 日

９月 20 日

９月 21 日

９月 22 日

９月 24 日

９月 24 日

９月 24 日

９月 24 日

９月 24 日

９月 26 日

９月 26 日

９月 27 日

９月 28 日

９月 28 日

９月 28 日

９月 28 日

９月 29 日

９月 30 日

10 月 ３ 日

10 月 ５日

10 月 ５日

10 月 ５日

10 月 ５日

10 月 ７日

10 月 ８日

10 月 ９日

出生

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 
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筆
者
は
、
日
本
語
で
一
番
美
し
い

言
葉
は
「
ハ
イ
」
と
「
あ
り
が
と
う
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
も
そ
う

で
す
が
、「
ハ
イ
」
と
「
あ
り
が
と
う
」

を
誰
に
も
ち
ゃ
ん
と
返
す
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
「
ハ

イ
」
の
返
事
と
「
あ
り
が
と
う
」
ほ

ど
気
持
ち
よ
く
嬉
し
い
こ
と
は
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
、
家

庭
の
中
で
も
、
も
の
を
頼
む
と
き
は

「
プ
リ
ー
ズ
」
を
、
何
か
を
し
て
も

ら
っ
た
ら
「
サ
ン
キ
ュ
ウ
」
を
言
う

よ
う
に
し
つ
け
て
い
る
と
聞
き
ま
し

た
。「
サ
ン
キ
ュ
ウ
」「
プ
リ
ー
ズ
」「
エ

ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
・
ミ
ー
」
の
三
つ
の

あ
い
さ
つ
は
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ

プ
を
象
徴
す
る
言
葉
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

年
と
と
も
に
日
本
語
の
乱
れ
と
マ

ナ
ー
の
低
下
が
問
題
視
さ
れ
、
そ
れ

と
と
も
に
、
書
店
に
は
関
係
の
書
籍

が
並
び
始
め
ま
し
た
。

　

言
葉
と
い
う
の
は
、
時
代
と
と
も

に
変
ぼ
う
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
美
し
い
言
葉
、
丁
寧
な
言
葉

に
接
す
る
と
何
と
も
気
分
が
よ
く
な

り
心
が
癒
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
自
分
を
振
り
返
り
、

言
葉
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
言
葉
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。「
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー

や
駅
の
待
合
所
な
ど
で
、
す
れ
違
い

に
体
が
接
触
し
た
と
き
や
、
人
前
を

横
切
る
と
き
に
は
、
子
ど
も
も
必
ず

『
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
・
ミ
ー
（
失
礼

で
す
が
、
失
礼
し
ま
し
た
）』
と
言

い
ま
す
か
ら
、
気
を
つ
け
て
い
て
く

だ
さ
い
」
と
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
バ

ス
ガ
イ
ド
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
通
り
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
や
イ

ギ
リ
ス
は
個
人
主
義
の
国
だ
か
ら
こ

25

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ

 

合
同
で
運
動
会
を
開
催

「
あ
り
が
と
う
」
を
み
ん
な
で

●人　口 54,400人（前月比－6人）
　（男）　 26,265人（前月比－8人）
　（女）　 28,135人（前月比+2人）
●世帯数 18,042世帯（前月比＋17世帯）

※平成17年10月1日現在

ま
ち
の
動
き

▼
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
運
動
会
。
ゲ
ー
ム
や
ダ
ン
ス
で
多
く
の
親
子
が
楽
し
み
ま
し
た

そ
、
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
大
事
に
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
勝
手
放
題
の
自
由
思
想
で
生
き

る
自
己
虫
と
は
根
本
的
に
違
い
ま

す
。
マ
ナ
ー
と
は
、
自
分
が
し
て
ほ

し
い
こ
と
を
他
人
の
た
め
に
し
、
自

分
が
さ
れ
た
ら
イ
ヤ
な
こ
と
を
し
な

い
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
あ
り
が
と
う
」
の
小
さ
な
感
謝

の
言
葉
が
人
間
関
係
を
ど
れ
ほ
ど
明

る
く
和
ら
げ
て
い
る
か
、
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。「
や
さ
し
い
言
葉
は
、
た
と

え
簡
単
な
言
葉
で
も
、
ず
っ
と
ず
っ

と
心
に
こ
だ
ま
す
る
」
と
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
さ
ん
が
言
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
文
献
・
斉
藤
茂
太
著
「
い
い

言
葉
は
い
い
人
生
を
つ
く
る
」）

　

電
話
や
下
校
時
な
ど
子
ど
も
を

つ
か
ま
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
口

で
名
簿
を
要
求
す
る
事
例
が
続
発

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
某

児
童
が
三
日
連
続
し
て
三
か
所
で

中
年
の
女
性
に
写
真
を
撮
ら
れ
る

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

エ
ア
ガ
ン
（
改
造
ガ
ン
）
の
事

件
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
し
た

が
、
不
審
者
・
不
審
電
話
の
問
題

は
県
下
い
た
る
所
で
起
き
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
の
基
本
は
、
地
域
み
ん
な
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
子
ど
も
を

守
り
、
学
校
を
支
え
て
い
く
た
め

に
、
地
域
の
大
人
（
地
域
の
お
じ

さ
ん
・
お
ば
さ
ん
）
全
員
で
網
の

目
を
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

  

11
月
は
「
全
国
青
少
年
健
全
育

  

成
強
化
月
間
」
で
す
。

 

不
審
者
・
不
審
電
話
に
注
意
を

　
　

―
児
童
生
徒
の
名
簿
な
ど
個
人
情
報
が
狙
わ
れ
て
い
る
―

◆訂正とお詫び（敬称略）
　　広報10月号3ページ、第１回食まつり・畜産共進会の
日程が９月３・４日となっていましたが正しくは９月10・
11日です。また、共進会成績・和牛の部・９席出品者が
佐野吉治となっていましたが正しくは佐野吉冶です。訂
正し、お詫び申し上げます。

　

十
月
十
五
日
、
三
原
健
康
広
場

体
育
館
で
四
か
所
の
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
合
同
の
運
動
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
親
子
約

四
百
五
十
人
が
楽
し
く
て
愛
ら
し

い
時
間
を
共
に
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て
中
の

親
子
が
集
い
楽
し
む
交
流
事
業
の

他
に
親
子
が
自
由
に
集
え
る
ふ
れ

あ
い
広
場
、
子
育
て
相
談
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
な
子
育
て

を
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
同
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
せ
い
だ

ん　

川
西
淳
子
）

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

　

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が

　

西
淡
公
民
館
１
階
に
移
り
ま
し
た
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乳
が
ん
検
診
は
、
今
年
度
よ
り

七
月
か
ら
十
二
月
の
期
間
に
受
託

医
療
機
関
に
て
受
診
す
る
個
別
検

診
と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
受
診

さ
れ
て
な
い
方
は
受
託
医
療
機
関

に
予
約
し
、
受
診
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の

検
診
対
象
者
で
申
し
込
み
を
さ
れ

て
な
い
方
は
最
寄
り
の
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
受
付
期
限　

十
一
月
三
十
日

②
検
診
期
限　

十
二
月

③
対
象
者　

四
十
歳
以
上
（
平
成

十
八
年
四
月
一
日
現
在
）
の
偶

数
年
齢
の
女
性

④
受
診
間
隔　

二
年
に
一
回

⑤
受
診
場
所　

受
託
医
療
機
関

（
詳
細
は
別
途
通
知
）

⑥
検
診
方
法　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
専
用
の
X
線
撮
影
）、
視

触
診
、
問
診

⑦
料
金　

自
己
負
担
金
二
千
六
百

円　

※
検
診
当
日
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

⑧
持
ち
物　

乳
が
ん
検
診
受
診
票

（
申
し
込
み
者
に
送
付
）、
負
担

金
⑨
申
し
込
み　

最
寄
り
の
保
健
セ

ン
タ
ー
ま
で

町
ぐ
る
み
健
診
の
結
果
を

健
康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
度
の
健
診
結
果
は
ど
う
で

し
た
か
？

　

健
診
に
は
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
と
と
も
に
、
も
う
一
つ

大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
健
診
結
果
を
理
解
し
て
、
そ

の
後
の
健
康
づ
く
り
に
生
か
す
こ

と
で
す
。
ま
ず
、
昨
年
の
結
果
と

比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
少
し
で
も

変
化
が
み
ら
れ
た
ら
、
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
健
診
結
果

で
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
保
健
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
要
精
密
検
査
・
要
医
療

の
方
は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
町
ぐ
る
み
健
診
精
密
検
査
依

頼
書
は
事
前
に
、
お
名
前
・
住
所
・

生
年
月
日
・
町
ぐ
る
み
健
診
受
診

日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

歯
周
疾
患
・
額
関
節
・
口
腔
が

ん
検
診
精
密
検
査
に
つ
い
て
は
、

痛
み
な
ど
の
症
状
が
な
い
う
ち
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

●緑保健福祉センター
☎44-3009
●西淡保健センター
☎37-3029
●三原保健センター
☎43-5039
●南淡福祉保健センター
☎ 50-2122

 ■休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 （夜）19：00～22：30

11月3日（木） 真 野 博 文 医師 平 山 　 毅 医師

11月6日（日） 宮 崎 美 枝 医師 畑 田 卓 也 医師

11月13日（日） 村 野 謙 一 医師 福 田 郁 夫 医師

11月20日（日） 穀 内 勇 夫 医師 斉 藤 雅 文 医師

11月23日（水） 柴 田 亮 平 医師 田 中 一 宏 医師

11月27日（日） 高 田 育 明 医師 富 本 喜 文 医師

 ■時間外診療病院
曜日 病　　院　　名 曜日 病　　院　　名

月 平 成 病 院
☎ 42 - 5335 木 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

火
平 成 病 院
☎ 42 - 5335 金 中 林 病 院

☎ 42 - 6200
八 木 病 院
☎ 42 - 6188 土 翠 鳳 第 一 病 院

☎ 45 - 0099

水
中 林 病 院
☎ 42 - 6200 ●平日は午後6時から午後11時まで

●土曜日は午後1時から 
午後11時まで南 淡 路 病 院

☎ 53 - 1553

11月の健康カレンダー

2005.11.1発行

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
2 水 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00

南淡福祉保健センター
7 月 老 人 い き い き 教 室   9:30～11:00

8 火
糖 尿 病 相 談   9:30～11:00

ダ ン ベ ル 教 室 13:30～15:00

10 木
住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 ふ く ら 荘

ヘルシークッキング教室   9:30～12:00
南淡福祉保健センター

14 月 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30

15 火 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 阿 万 公 民 館

17 木

沼 島 い き い き 教 室   9:30～11:00
沼島総合センター

愛 育 班 研 修 会   9:30～11:00

男 の 料 理 教 室   9:30～11:00
南淡福祉保健センター

21 月 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:30
24 木 住 民 健 康 相 談   9:30～11:00 仁 尾 荘

25 金 訪問リハビリテーション 16:00～17:00 阿 万 地 区

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所
2 水 い き い き 教 室 13:30～15:30 緑保健福祉センター

4 金 庄田老人クラブ健康相談 13:30～15:00 庄 田 公 会 堂

7 月
成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 緑老人福祉センター
ダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00

緑保健福祉センター8 火
足元げんき教室（午前クラス）   9:30～11:30
足元げんき教室（午後クラス） 13:30～15:30

9 水 リ ハ ビ リ 教 室 13:30～15:00
11 金 長田老人クラブ健康相談 13:30～15:00 安心コミュニティプラザ長田
14 月 成 人 健 康 相 談   9:00～11:30 し づ お り 館
15 火 安住寺老人クラブ健康相談 13:30～15:00 安住寺集落センター
16 水 い き い き 教 室 13:30～15:30

緑保健福祉センター
21 月

糖 尿 病 相 談   9:00～11:30
ダンベル体操＆エアロビクス教室 13:30～15:00

22 火
足元げんき教室（午前クラス）   9:30～11:30
足元げんき教室（午後クラス） 13:30～15:30

28 月 徳中老人クラブ健康相談 13:30～15:00 徳 原 公 会 堂
29 火 中筋老人クラブ健康相談 13:30～15:00 中 筋 公 会 堂

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

2 水 健 康 相 談 13:30～15:00 湯 の 川 荘

7 月 〃 13:30～15:00 西淡保健センター

9 水
簡単・おいしいお菓子教室 10:00～12:00 松帆活性化センター

リ ハ ビ リ 教 室 13:30～16:00 西淡保健センター

10 木 健 康 相 談 10:00～11:00
万 松 園

17 木 健 康 大 学 10:00～11:00

21 月 ヘルシースリム教室 13:30～15:00 西淡保健センター

30 水
ザ ☆ 男 の 料 理 教 室 10:00～12:00 松帆活性化センター

訪 問 リ ハ ビ リ 13:30～15:00 各 地 区

日 曜日 内　　　　容 受付時間 場　　所

7 月
健 康 相 談   9:00～11:00

三原保健センター

転 ば ぬ 教 室
13:30

リ ハ ビ リ 教 室
10 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15
15 火 食生活改善教室＆男の料理教室 10:00

21 月
健 康 相 談   9:00～11:00
お 達 者 教 室 12:30

24 木 体 ほ ぐ し 体 操 教 室 14:15
28 月 個別健康教室（ヘルスアップ教室）   9:00

内　　　容 日 曜日 受付時間 場　　所
強い歯・幼児フッ素塗布
（平成14年8月・15年2月生）

１ 火 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診

（平成 15 年８月生）
４ 金 13:15 ～ 13:30

母親学級（後期） 10 木 13:30 ～ 14:00
コアラ教室 24 木   9:30 ～ 11:00

育児相談
（平成16年９月生・
平成17年４月生）

２ 水 13:30 ～ 14:30 三原保健センター
14 月 〃 緑保健福祉センター
14 月 〃 西淡保健センター
28 月 〃 南淡福祉保健センター

３歳児健康診査
（平成14年9月・10月生）

８ 火 13:30 ～ 13:45 西淡保健センター
９ 水 〃 三原保健センター
11 金 〃 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（平成17年１月生）

15 火 13:30 ～ 13:45 西淡保健センター
16 水 〃 三原保健センター
18 金 〃 南淡福祉保健センター

４か月児健康診査
（平成17年７月生）

22 火 13:30 ～ 13:45 緑保健福祉センター
25 金 〃 南淡福祉保健センター
30 水 〃 三原保健センター

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの「イベントカレンダー」からでも
　ご覧いただけます。アドレスは、http://www.city.minamiawaji.hyogo.jp/

診察日 担当医師
11月 ３日（木） 富 本 康 仁 医師

11月 ６日（日） 田 中 一 宏 医師

11月13日（日） 坂 口 実 奈 子 医師

11月20日（日） 奥 村 　 司 医師

11月23日（水） 大 橋 　 明 医師

11月27日（日） 村 上 龍 助 医師

ポリオ予防接種のお知らせ

 ■休日小児救急診療（県立淡路病院）

※受診前に電話をおかけください（☎23ｰ2700）

※担当医は都合により変更になることもあります

日 曜日 対象地域 場所
２ 水 福良・賀集・灘・沼島

南淡福祉保健センター
９ 水 潮美台・北阿万・阿万

10 木 西淡地区全域 西 淡 保 健 セ ン タ ー

11 金 榎列・市・倭文
三 原 保 健 セ ン タ ー

17 木 八木・神代・志知

29 火 緑地区全域 緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー

乳
が
ん
検
診
は
受
診
さ
れ
ま
し
た
か
？

　
予
約
は
11
月
30
日
ま
で
に
！

●対象
　平成16年 8月～ 17年 7月生まれ及び７歳６か月未満の未接種者
●受付時間
　各日とも13:15 ～ 14:00

初潮が12歳以前である 閉経は50歳以降である

出産経験がない 初産が35歳以上である 母親、姉妹、祖母に乳がん
になった人がいる

乳腺疾患（乳腺種、乳腺炎
など）と診断されたことが
ある

女性ホルモン剤を使用
したことがある

乳がん検診を受けたこと
がない

　チェック項目が多い
ほど危険度が高いので
積極的に検診を受ける
ようにしましょう

肥満である（閉経後）

にゅうせんしゅ
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季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 
大豆と納豆のカリカリ揚げ（２人分）

　　　【材　料】
ゆで大豆　　　100g
ひきわり納豆1パック
　　　　　　（50g）
ねぎ　　　　　5cm
ちりめんじゃこ　大さじ3
溶き卵　　　　1/2個
小麦粉　　大さじ1.5
揚げ油

１人分のエネルギー
　281kcal

カルシウム 100mg
塩分　0.6g

　　　　　　　【作り方】
① 大豆は半量を粗く刻む。ねぎはみじん切
りにする。

② ボールに大豆の全量、ねぎ、ひきわり納
豆、ちりめんじゃこを入れてかるく混ぜ、
溶き卵、小麦粉・大さじ1.5を加えて箸で
よく混ぜる。

③ フライパンに揚げ油を高さ2cmほど入れ
て中温に熱し、②のたねを大きめのスプー
ンですくって落とし、上下を返しながら
揚げる。全体にこんがりとした色がつい
たら引き上げ、油をきって器に盛る。好
みで、塩・粗びきこしょうを加える。

※揚げ油の中温：170～180度。乾いた
菜ばしの先をなべ底に当てると、細かい
泡がシュワシュワとまっすぐでる程度

まちを彩る花
公園島あわじ 

　

十
一
月
三
日
（
木
・
祝
）
午
前

九
時
半
か
ら
、四
実
業
団
（
中
部
・

北
陸
・
関
西
・
中
国
）
合
同
に
よ

る
「
第
十
五
回
淡
路
島
女
子
駅
伝

競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
し
づ
か
ホ
ー

ル
（
淡
路
市
）
か
ら
ゴ
ー
ル
地

点
の
南
淡
公
民
館
ま
で
の
四
二
･

一
九
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
沿
道
に

は
、
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
乱
れ
、
駆

け
抜
け
る
選
手
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
す
。
当
日
は
、
道
路
の
通
行
が

規
制
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。（
広
報
十
月
号
参
照
）

コ
ス
モ
ス

　

２
０
０
５
「
岡
山
国
体
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
季
国
体
は
九
月
十
日
か
ら

十
三
日
、
秋
季
国
体
は
十
月

二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
の
日

程
で
、
正
式
競
技
三
十
七
、
公

開
競
技
三
、
デ
モ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
競
技
二
十
種
目
が
二
十
九

市
町
村
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
銘

　

来
年
の
兵
庫
国
体
開
催
の
参

考
に
す
る
た
め
、
南
あ
わ
じ
市

で
は
玉
野
市
の
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

競
技
と
和
気
町
の
相
撲
競
技
を

専
門
委
員
ら
が
視
察
し
ま
し
た
。

玉
野
市
で
は
競
技
役
員
は
も
と

よ
り
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
市
職
員
、
競
技
補
助
員
な

ど
の
中
学
・
高
校
生
が
汗
を
流

し
な
が
ら
裏
方
と
し
て
国
体
運

営
を
支
え
て
い
る
姿
に
委
員
ら

も
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
「
兵
庫
国
体
」
で
は

会
期
が
一
本
化
さ
れ
、
九
月

三
十
日（
土
）〜
十
月
十
日（
火
）

の
日
程
で
、
南
あ
わ
じ
市
で
は

相
撲
競
技
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
競

技
が
同
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。「
す
る
」「
み
る
」「
さ

さ
え
る
」
を
基
本
目
標
に
、
南

あ
わ
じ
市
ら
し
い
国
体
運
営
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

２
０
０
５
「
岡
山
国
体
」
開
催
さ
れ
る

広報 

企
画
部
国
体
推
進

 

 

室

国
体
だ
よ
り　
第
10
号

▲淡路島女子駅伝コースに咲くコスモス（賀集）

▲ビーチバレーで入賞した兵庫
　県選手（女子５位、男子７位）

▲玉野市のボランティアの皆さん
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